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「
大
全
早
引
節
用
集
」

「
大
全
早
字
引
」

関

場

武

本
稿
は
、
江
戸
1
明
治
に
か
け
て
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
た
節
用
集
類
の
う
ち
、
天
明
八
年
に
初
版
が

出
て
そ
れ
な
り
に
版
刷
を
重
ね
、
他
の
節
用
集
の
編
輯
・
開
版
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
「
大
全
早
引

節
用
集
」
を
取
り
あ
げ
、

そ
の
諸
本
と
「
大
全
早
字
引
節
用
集
」
等
の
影
響
作
に
つ
い
て
調
査
し
た

〆

ヲ

も
の
で
あ
る
。
藤
田
・
村
松
両
先
生
に
は
「
節
レ
用
愛
レ
人
」
の
精
神
を
御
習
い
し
た
よ
う
な
気
が

た
ゾ
き
た
い
。
な
お
、

図
書
閲
覧
に
際
し
御
世
話
た
ま
わ
っ
た
公
私
の
文
庫
・
図
書
館
の
方
々
に
、
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す
る
が
、
本
稿
は
用
ヲ
節
ス
ど
こ
ろ
か
徒
に
冗
長
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
何
卒
御
寛
恕
い

深
甚
の
謝
意
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。
諸
本
の
比
較
は
、
異
同
の
あ
る
場
合
の
み
掲
出
し
、
字
句
の

異
動
等
は
繁
雑
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
、
主
要
な
個
所
を
の
ぞ
き
殆
ど
省
略
に
従
っ
た
。

一
、
早
引
節
用
集

文
安
元
こ
四
四
四
）
年
成
立
の
「
下
学
集
」
以
降
、

そ
の
語
葉
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
室
町
時
代
中
期
の
文
明
か
ら
延
徳
・
明
応
三
年
二

四
六
九

1
九
四
）
頃
に
か
け
て
成
っ
た
節
用
集
は
、
暫
く
写
本
の
か
た
ち
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

天
正
十
八

（
一
五
九

O
）
年
に
泉
州
堺
版

が
、
次
い
で
文
禄
（
一
五
九
二
j
九
五
）
頃
に
い
わ
ゆ
る
鰻
頭
屋
本
が
出
版
さ
れ
る
。
そ
し
て
続
い
て
慶
長
二

二
五
九
七
）
年
、

易
林
本



イ
ヌ
ヰ

が
出
版
さ
れ
る
と
イ
の
部
の
最
初
、
乾
坤
門
が
「
乾

イ
カ
ヅ
チ

雷
公
」
に
始
ま
る
こ
の
乾
本
系
統
の
節
用
集
は
、
近
世
初
頭
の
印
刷
文
化
興
隆
の

元
和
・
寛
永
・
寛
文
と
版
を
重
ね
急
速
な
浸
透
ぶ
り
を
見
せ
て
行
く
。
そ
も
そ
も
節
用
集
は
、
古
語
を
含
む
日
用
の
国
語
語

波
に
乗
っ
て
、

易
林
本
・
巻
頭

そ
の
内
部
を
天
地
（
乾
坤
）
・
時
節
以
下
の
部
門
に
分
類
し
、
求
め
る
語
の
漢
字
表
記
を
示
し
時
に
簡

単
な
注
を
付
す
と
い
っ
た
組
織
を
有
す
る
の

棄
を
イ
ロ
ハ
順
に
配
列
す
る
と
共
に
、

で
あ
る
が
、
そ
の
簡
便
き
も
手
伝
っ
て
、
江
戸

時
代
は
勿
論
、
明
治
の
半
ば
過
ぎ
ま
で
、
辞
書

の
代
表
と
し
て
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
利
用
さ
れ

て
行
く
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
本
体
は
旧
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版
の
も
の
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
流
用
し
、
新
た

に
加
え
た
付
録
で
釣
る
と
い
っ
た
手
合
の
も

の
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
一
方
、
様
式
や
収

録
語
葉
の
面
で
工
夫
を
試
み
た
例
も
あ
る
。

今
、
形
式
の
面
か
ら
見
る
と
、
例
え
ば
、
易

林
本
の
見
出
し
項
目
に
は
片
仮
名
表
記
の
和

語
に
対
応
す
る
漢
字
が
真
、
す
な
わ
ち
指
書

遣
り
取
り
と
い
っ
た
日
常
の
文
字
生
活
上
の
必
要
も
あ
っ
て
、

そ
れ
が
行
草
体
の
平
仮
名
・
漢
字
対
照
の
形
に
書
き
直
さ
れ
、
所
謂
草
書
本

体
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
書
状
の



が
誕
生
す
る
。
そ
う
な
る
と
ま
た
元
の
指
書
体
が
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
事
態
も

起
こ
り
、
指
書
体
を
検
索
し
た
い
向
き
に
は
不
便
な
の
で
、
今
度
は
、
行
革
体
の
見

出
し
字
の
左
脇
に
真
字
体
の
そ
れ
を
併
出
す
る
方
式
が
考
え
出
さ
れ
る
。
こ
れ
が

い
わ
ゆ
る
二
体
節
用
と
か
二
行
節
用
、
真
草
二
行
節
用
集
等
と
称
き
れ
る
も
の
で
、

書
名
は
単
に
「
節
用
集
」
と
あ
る
だ
け
だ
が
そ
れ
と
同
じ
形
式
を
採
る
も
の
が
、
ま

ず
慶
長
十
六
（
一
六
一
一
）
年
に
刊
行
さ
れ
、
次
い
で
「
二
体
節
用
集
」
を
名
乗
る

も
の
が
寛
永
三
（
一
六
二
六
）
年
、
「
真
草
二
行
節
用
集
」
が
寛
永
十
五
ご
六
三

八
）
年
、
「
真
草
二
林
節
用
集
」
が
慶
安
四
（
一
六
五
二
年
、
「
二
行
節
用
集
」
が
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寛
文
十
（
一
六
七

O
）
年
に
、

と
言
っ
た
具
合
に
各
々
刊
行
さ
れ
、
版
を
重
ね
て
行

く
。
ま
た
、
「
節
用
」
と
い
う
題
号
が
「
論
語
」
学
而
篇
の
「
節
レ
用
愛
レ人
」
に
基

く
と
す
る
解
説
を
は
じ
め
、
収
載
語
葉
の
若
干
に
つ
い
て
簡
単
な
頭
注
を
付
し
た

「
頭
書
増
補
二
行
節
用
集
」
が
、
寛
文
十
年
の
山
本
義
兵
衛
版
以
降
次
々
と
出
さ
れ
、

更
に
、
行
草
体
の
見
出
し
項
目
の
脇
に
併
記
さ
れ
た
真
字
体
の
漢
字
に
対
し
て
も

音
又
は
訓
を
示
す
、

つ
ま
り
両
方
に
音
や
訓
が
点
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

「
両
貼
」
を
謡
う
「
増
補
頭
書
胴
二
行
節
用
集
」
が
、
延
宝
九
（
一
六
八
二
年
に
は

出
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
見
出
し
語
の
分
類
・
配
列
に
際
し
、
通
行
の
節
用
集
と

は
逆
に
、
部
門
別
け
の
意
義
分
類
の
方
を
イ
ロ
ハ
分
け
に
優
先
さ
せ
た
「
合
類
節
用



集
」
が
、

延
宝
四
（
一
六
七
六
）
年
に
成
立
、

同
八
年
に
出
版
さ
れ
る
、

と
い

っ
た
具
合
に
、
使
い
易
さ
便
利
き
を
狙
つ
て
の
創
意
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
流
れ
の
中
で
、
宝
暦
年
聞
の
は
じ
め
に
登
場
し
、
以
後
の
節
用
集
や
事
典
・
名
集
類
の
検
索
方
法
と
組
織

に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
の
が
「
早
引
節
用
集
」
で
あ
る
。

早
引
節
用
。
こ
れ
は
、
合
類
節
用
は
当
然
の
こ
と
、
イ
ロ
ハ
分
け
を
第
一
分
類
基
準
と
す
る
普
通
の
節
用
集
に
於
て
も
、
語
葉
の
配
列
に

あ
た

っ
て
乾
坤
、
時
節
、
官
位
、
神
紙
、
人
倫
と
い

っ
た
部
門
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
各
々
の
語
の
有
つ
意
義
に
よ
る
分
類
と
い
う
こ
と
が

重
要
な
基
準
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
検
索
し
た
い
語
の
属
す
る
部
門
が
ど
れ
で
あ
る
か
を
予
め
知
っ
て
い
る

か
又
は
見
当
が
つ
い
て
い
な
い
と
、
探
し
出
す
の
に
手
間
暇
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
に
屡
々
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
そ
の
引
き
に
く
さ
を

解
消
し
、
短
時
間
で
手
早
く
探
し
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
、
部
門
分
け
の
代
わ
り
に
音
節
数
（
仮
名
数
）
に
よ
っ
て
検
索

-440-



ケ

ン

コ

ン

モ

ン

ケ

ン

ギ

ヨ

モ

ン

プ

ワ

ケ

サ

グ

ハ
、
乾
坤
門
’
言
語
門
等
ノ
部
分
十
三
門
或
ヒ
ハ
十
五
門
ニ
ヨ
リ
テ
字
ヲ
捜
ル

H 
3 

嘉
永
七
年
新
版
・
巻
頭
（
部
分
）

必辺、

広

j

パ

は

の
同

日

1
J
ハ

同

日

川

．rk
雌
m
H

一t
F
、
．
回
同
計
基
恥

汁

l

Z帰
結
U
M
v

寸

支

配

開

園

の

tolu
－
同
紙

寝
起

3

シ

ゲ

カ

ヘ

ツ

コ
ン
ザ
ツ

然
レ
斥
部
門
繁
キ
ニ
ヨ
リ
テ
却
テ
混
雑
ノ
事
多
シ

ヨ

ミ

コ

エ

カ

ナ

一
、
此
節
用
ハ
部
門
ニ
ヨ
ラ
ズ
、
訓
讃
ノ
仮
名

カ
ズ

モ

ト

キ

ウ

ジ

タ

ヨ

リ

ノ
数
ヲ
以
テ
文
字
ヲ
求
ム
、
急
時
ノ
便
ナ
ル

他
ニ
異
ナ
リ

云
々
と

部
門
分
け
の
迂
遠
さ
を
指
摘
し
仮
名
数
に

よ
る
検
索
方
式
の
便
利
き
を
謡
い
、
次
い
で
「
文
字
引

様
」
と
題
し
て

よ

ミ

こ

主

ひ

と

こ

ゑ

ぷ

ん

ル

「

伊
。
意
。
猪
。

訓
讃
一
声
の
分
此
部
に
入

‘

い

け

い

ろ

い

せ

ふ

た

こ

孟

ぷ

ん

レ

‘

一J

池
。
色
。
伊
勢
。
二
声
の
分
此
部
に
入
日

い

わ

ひ

い

し

ゃ

い

り

祝
。
医
者
。
煎
海
鼠
。
三
声
の
分
此
部
入

ろ

ιぜ
t

ろ
く
ま

酌
論
談
。
六
動
静
。
四
声
の
分
此
郎
叫
ん

よ

こ

れ

な

ぞ

ら

よ

ミ

こ

へ

か

す

徐
ハ
之
に
准
へ
訓
讃
の
数
を
以
て
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く
り
出
す

と
、
そ
の
新
し
い
検
索
の
仕
方
を
実
例
を
あ
げ
て
説

明
し
て
い
る
。

」
の
早
引
節
用
集
は

ひ
と
た
び
世
に
出
る
や
大

い
に
迎
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
「
増
補
改
正
」
や



「
増
字
百
倍
」
を
冠
す
る
も
の
等
が
次
々
と
板
行
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
宝
暦
十
（
一
七
六

O
）
年
初
刊
、

明
和
六
（
一
七
六
九
）

年
孟
春
再
版
の
「
同
情
早
引
節
用
集
」
二
ツ
切
横
本
一
冊
は
、

そ
の
凡
例
で
、

や
は
り
部
門
分
け
の
引
き
に
く
さ
、
仮
名
数
引
き
の
迅
速
き
を

説
い
て

用
集
ト
云

モ

ン

プ

コ

ン

ザ

ツ

マ

ド

ヒ

キ

ウ

ジ

ソ

ウ

サ

ク

ベ

ン

ホ

ツ

コ

レ

ニ

ヨ

ツ

テ

ダ

イ

ハ

ヤ

ピ

キ

セ

ツ

シ
カ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
ハ
。
門
部
混
雑
ノ
惑
ナ
ク
シ
テ
。
急
時
捜
索
ノ
便
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
欲
シ
テ
ナ
リ
。
依
レ
之
題
シ
テ
。
早
引
節

サ
グ
リ
モ
ト
ム

と
、
や
、
ぎ
こ
ち
な
い
表
現
な
が
ら
、
早
く
引
け
る
と
い
う
こ
と
が
「
早
引
節
用
集
」

イ

マ

ア

ラ

タ

ニ

ス

ジ

ゾ

ウ

エ

キ

カ

タ

ハ

ラ

シ

ン

ジ

フ

モ

ツ

ニ

チ

ョ

ウ

ベ

ン

今
新
数
千
字
ヲ
増
益
シ
。
傍
真
字
ヲ
附
シ
テ
。
以
テ
日
用
ノ
排
ニ
ソ
ナ
フ

の
命
名
の
由
来
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

と
、
語
葉
の
大
幅
な
増
補
と
、
早
引
節
用
に
二
行
節
用
集
の
形
式
を
導
入
し
て
「
真
草
早
引
」
に
し
た
こ
と
を
福
っ
て
い
る
。
そ
の
形
式
は

ま
た
、

明
治
期
の
各
種
の
「
い
ろ
は
字
引
」
や
、
大
正
・
昭
和
初
期
の
「
い
ろ
は
字
典
」
に
ま
で
受
け
継
が
れ
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原
本
早
引
節
用
集
中
の
陳
腐
卑
随
の
俗
語
を
省
き
て
、
虞
く
維
新
公
用
の
熟
字
を
撰
ミ
（
明
治
十
三
年
刊
「
附
靴
大
全
早
引
節
用
集
」
）

骨
田
今
専
用
の
字
音
、
漢
語
、
洋
語
等
を
採
り
、
無
用
の
も
の
を
省
き
（
明
治
三
十
一
年
刊
「
髄
帝
園
い
ろ
は
字
引
」
）

等
と
、
当
時
流
行
の
漢
語
や
訳
語
・
新
語
を
多
少
取
り
込
む
か
た
ち
で
連
綿
と
続
い
て
行
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
こ
冶
で
取
り
上
げ
よ
う

と
し
て
い
る
「
大
全
早
引
節
用
集
」
も
、
真
草
早
引
形
式
を
採
る
早
引
節
用
の
そ
の
一
本
で
あ
る
。

「
大
全
早
引
節
用
集
」

「
大
全
早
引
節
用
集
」
に
は
諸
版
が
あ
る
。
本
書
は
嘉
永
七

（
一
八
五
四
）
年
版
の
奥
付
に
よ
っ
て

天
明
八

二
七
八
八
）
年
の
原
刻

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、

き
ら
に
万
延
版
や
明
治
版
の
刊
記
か
ら
、
寛
政
八

（
一
七
九
六
）
年
の
二
刻
本

文
化
二
ご
八

O
五
）
年
の



刻
本
以
下

文
化
八

（
一
八
一

二
年
四
刻
、

文
化
十
（
一
八
二
二
）
年
五
刻
、

文
政
一
五
（
一
八
一
八
）
年
六
刻
、
文
政
十
こ
八
二
七
）

年
七
刻
、

天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
八
刻
、

天
保
八

（
一
八
三
七
）
年
九
刻
、

天
保
十
四

（
一
八
四
一
二
）
年
十
刻
、
安
政
元
（

l
嘉
永
七

年
十
一
刻
本
等
を
経
て
、
万
延
元
（
一
八
六

O
）
年
十
二
刻

明
治
五

こ
八
七
二
）
年
十
三
刻
、
同
十
三
（
一
八
八

O
）
年
十
四
刻
本
に

至
る
諸
本
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
但
し
、

そ
れ
ら
の
中
に
は
、
実
際
に
存
在
す
る
も
の
と
刊
年
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
筆

者
は
そ
の
す
べ
て
を
確
認
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

天
明
八
年
の
原
刻
本
、
寛
政
八
年
の
二
刻
本
は
未
見
で
あ
る
。
ま
た
文
政
元
年

版
、
天
保
八
年
版
も
未
見
で
あ
る
。

た
だ
文
政
元
年
版
は
、

そ
の
前
年
に
当
る
文
化
十
四
年
十
一
月
の
版
が
あ
る
か
ら
、

そ
れ
を
文
政
元
年

正
月
の
発
免
と
見
て
「
文
政
元
戊
寅
歳
六
刻
」
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
天
保
八
年
版
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
そ
の
前
年
の
「
天
保

七
内
申
歳
十
二
月
吉
旦
」
の
刊
記
を
有
す
る
も
の
が
存
在
す
る
か
ら
、

そ
れ
を
翌
年
正
月
の
責
出
し
と
見
て
「
天
保
八
丁
酉
歳
九
刻
」
と
し
た

万
延
版
、

明
治
版
の
奥
付
に
言
う
天
保
八
年
の
九
刻
本
は
、
実
際
に
存
在
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
は
取
り
あ
え
ず
管
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可
能
性
が
あ
る
。
但
し
「
岬
鰍
大
阪
出
版
書
籍
目
録
」
に
は
、

天
保
八
年
二
月
五
日
付
の
「
再
板
殺
行
申
出
」
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
か
ら
、

見
に
入
っ
た
諸
本
に
つ
い
て
記
し
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

（

A
1）

 

文
化
ニ
年
版

横
本

二
ツ
切

冊

早
引
節
用
集
の
書
型
は
、
「
一
切
削
早
引
大
節
用
集
」
（
明
和
八
年
七
月
刊

大
本
一
冊
）
を
除
く
と

二
ツ
切
か
三
ツ
切
本
で
、
横
本
が

多
い
。
「
大
全
早
引
節
用
集
」
の
場
合
も
、
文
化
二
年
三
刻
本
以
下
明
治
十
三
年
版
に
至
る
ま
で
全
て
二
ツ
切
横
本
で
あ
る
。
ま
た
文

政
十
年
版
、

天
保
三
年
版
、
嘉
永
七
年
版
等
に
は
、
薄
葉
刷
本
が
あ
る
。



表
紙

繰
色
地
紙
に
紗
綾
形
模
様
空
押
し
。
竪
三
了
六
、
横
一
八
・
二
糎
。

題
策

管
見
に
入
っ
た
も
の
は
剥
落
の
た
め
未
詳
。

イ
ロ
ハ
分
け
の
丁
付
合
文
。
宝
珠
等
の
模
様
入
り
の
匡
郭
内
に
八
行
六
段
の
枠
を
作
り
、
い
ィ
i
す
ス
の
イ
ロ
ハ
と
、
左
方
に
初

前
見
返
し

扉
題

丁
j
三
百
廿
五
ま
で
の
イ
ロ
ハ
の
各
は
じ
ま
り
の
丁
の
丁
付
を
記
す
。

一
心
臨
む
」
と
書
名
お
よ
び
刊
年
を
出
す
。
こ
の
様
式
は
以

後
の
版
に
踏
襲
さ
れ
る
。
ま
た
模
様
入
り
の
匡
郭
も
、
前
出
の
イ
ロ
ハ
分
け
丁
付
合
文
や
、
凡
例
、
付
録
、
刊
記
等
に
共
通
で
あ
る
。

も
ん
じ
ひ
き
ゃ
う

扉
ウ
ラ
に
漢
字
片
仮
名
ま
じ
り
文
。
次
い
で
「
文
字
引
様
」
と
題
し
、
実
例
を
示

宝
珠
等
の
模
様
入
り
の
枠
内
に
右
か
ら
大
き
く
「
大
全
早
／
引
節
用
／
集

文化2年版・刊記

凡
例

し
て
の
検
索
法
の
説
明
と
「
付
録
」
の
目
録
が
あ
る
。

大
全
早
引
節
用
集
」
。

内
題

-444-

版
Jし、

巻
頭
凡
例
部
分
や
巻
末
付
録
部
分
は
白
口
。
下
方
に
界
線
を
置
き
、
そ
の
下
に
丁

付
（
但
し
付
録
「
三
百
三
十
二
」
に
は
界
線
無
し
）
。
本
文
部
分
は
、
上
方
に
「
大

全
」
の
題
名
と
、

そ
の
下
左
に
小
さ
く
イ
ロ
ハ
分
け
表
示
。
下
方
に
界
線
を
置
い

て
丁
付
。

丁
付

一
i
三
百
三
十
二

（
付
録
）
三
百
三
十
二

（
巻
頭
）
序
一
、
序
二

（
本
文
）

ー
三
百
三
十
八

丁
数

（
本
文
）
三
三
一
＋
（
付
録
）
七
＋
奥
付
。

行

（
凡
例
）
一
一
＋

前
見
返
し
＋

数

（
本
文
）
有
界
七
行
、
二
体
。

一
行
約
十
1
十
二
字
。

字
数

匡
郭

本
文
は
単
辺
、
他
は
す
べ
て
宝
珠
、

珊
瑚
等
の
模
様
入
り
飾
り
枠
。
竪一

0
・二



五
、
横
一
五
・
二
糎
。

刊
記

後
表
紙
見
返
し
に
貼
付
。
飾
り
枠
付
。
右
方
に
界
線
を
置
い
て
三
点
の
節
用
の
内
容
案
内
、
左
に
刊
行
年
月
と
江
戸
・
大
阪
の
書
庫

四
軒
を
出
す
。

二
字
引
節
用
集

此
節
用
集
ハ
二
字
め

の
か
な
を
又
い
ろ
は
分
ニ
す

よ
み
こ
へ
の
上
下
の
か
な

に
て
引
く
書
な
り

あ
り
つ
ゑ
を
の
五
音

の
か
な
ニ
よ
り
引
書
也

安
見
節
用
集

五
音
引
節
用
集

文
化
二
乙
丑
歳
二
月
吉
旦

江
戸
本
石
町
二
丁
目

西

村

源

_L・
/¥ 
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同

日
本
橋
通

山一

崎両
金
兵
衛

大

坂
Jし、

粛
橋

村主
上z
伊
兵
衛

同

順
慶
町
心
粛
橋
東
へ
入

柏
原
屋
輿
左
衛
門

の
部
分
は
、
あ
る
い
は
入
木
か
。

「
文
化
二
乙
丑
歳
二
」

備
考

右
の
奥
付
に
見
え
る
三
種
の
節
用
集
の
広
告
は

（

G
）
天
保
十
四
年
迄
の
各
版
に
も
あ
る
が
、
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不

明
。
但
し
、
「
二
字
め
の
か
な
を
又
い
ろ
は
分
ニ
す
」
と
い
う
「
安
見
節
用
集
」
と
同
じ
配
列
方
式
を
採
る
節
用
集
と
し
て
は
、
「
和
蘭



陀
の
例
に
習
ひ
字
を
つ
ら
ぬ
」
と
い
う
「
蘭
例
節
用
集
」
（
文
化
十
二
年
刊
）

や
、
「
以
呂
波
四
十
七
字
ノ
下
亦
四
十
七
字
ヲ
列
シ
、

二
重
ニ
シ
テ
、
求
ル
ニ
従
ツ
テ
得
易
カ
ラ
シ
ム
」
こ
と
を
狙
っ
た
「
節
用
早
見
二
重
引
」
（
嘉
永
五
年
刊
）
、
「
早
字
二
重
鑑
（
題
策
・

見
返
し
「
真
草
早
引
二
重
鑑
」
）
」
（
嘉
永
六
年
刊
）

が
あ
る
。

ま
た
、
「
よ
み
こ
へ
の
上
下
の
か
な
に
て
引
く
書
」
と
い
う
「
二
字
引
節
用
集
」
と
同
じ
検
索
方
式
を
採
る
も
の
と
し
て
は
、
節
用
集

で
は
な
く
連
歌
俳
譜
用
語
辞
典
で
あ
る
が
、
中
堀
信
庵
の
「
し
を
り
萩
詞
林
綱
目
（
外
題
「
荻
の
し
お
り
）
」
（
元
禄
五
〈
一
六
九
二
〉

年
八
月
刊
）

が
あ
る
。
同
書
の
後
印
に
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
版
、
再
版
本
に
天
明
四

（
一
七
八
四
）
年
版
、
同
求
板
本
に
明
治

十
六
二
八
八
三
）
年
版
が
あ
る
が
、
享
保
版
・
天
明
版
と
も
奥
付
の
版
元
の
最
後
に
大
阪
の
「
順
慶
町
心
斎
橋
筋
柏
原
屋
清
右
衛
門
」

が
顔
を
出
し
て
お
り
、
「
大
全
早
引
節
用
集
」

の
主
要
版
元
で
同
系
列
の
柏
原
屋
輿
左
衛
門
が
、
「
荻
の
し
を
り
」
式
の
検
索
法
に
よ

一446-

る
節
用
集
を
考
え
つ
き
、
売
り
出
し
を
図
ろ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
或
い
は
、
同
じ
大
阪
の
古
文
字
屋
市
兵
衛
周
辺
か
ら
考

案
・
発
売
さ
れ
た
「
す
む
」
、
「
に
ご
る
」
（

l
清
、
濁
）
、
「
ひ
く
」
（

1
語
末
が
「
う
」
「
ふ
」
で
終
る
も
の
、
語
の
途
中
に
長
音
を
伴

う
も
の
）
、
「
は
ね
る
」
（

l
語
末
が
「
ん
」
で
終
る
も
の
、
途
中
に
「
ん
」
の
字
を
含
む
も
の
）
と
い
う
独
特
の
四
分
類
と
部
門
別
け
と
を
併

じ
ひ
き
れ
ん
じ
ゃ
う
だ
い
せ
つ
よ
う
し
う
や
く
ハ
う
の
た
ま

用
す
る
「
連
城
舵
用
夜
光
珠
」
（
穂
積
義
雄
撰
、
明
和
五
年
刊
）
や
「
説
明
連
城
大
節
用
集
夜
光
珠
」
（
明
和
六
年
刊
）
、
「
急
用
間
合
即
坐

捷
経

「
大
成
正
字
通
」

引
」
（
安
永
七
年
刊
。

寛
政
六
年
、

天
明
六
年
版
も
ア
リ
）
、

（
天
明
二
年
刊
）

と
い
っ
た
一
連
の
節
用
類
に
刺
激
を

受
け
、
古
文
字
屋
と
の
対
抗
意
識
も
手
伝
っ
て
そ
の
発
売
が
予
告
き
れ
続
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
「
あ
い
う
ゑ
を
の
五
音
の
か
な
一
よ
り
引
」
と
い
う
「
五
音
引
節
用
集
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
こ
れ
が
も
し
五
十
音
引
を
意
味

し
て
い
る
の
だ
と
す
る
と
、
刊
行
さ
れ
た
節
用
集
で
五
十
音
引
を
採
る
も
の
は
明
治
九
年
版
の
「
開
明
節
用
集
」
ま
で
待
た
ね
ば
な

ら
な
い
。



あ
る
。
本
書
の
成
立
に
も
関
わ
っ
て
く
る
個
所
な
の
で
、

も
ん
じ
ひ
き
ゃ
う

と
こ
ろ
で
本
書
に
は
、
前
に
記
し
た
よ
う
に
、
扉
ウ
か
ら
次
の
丁
に
か
け
て
、
「
凡
例
」
と
「
文
字
引
様
」
、

そ
れ
に
付
録
の
目
録
が

次
に
そ
れ
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

凡
例

ヒ

キ

モ

ン

プ

ヨ

ラ

（

ま

ま

）

モ

ト

ヨ

ミ

ト

コ

エ

カ

ナ

カ

ズ

シ

7
ガ

ヒ

フ

ン

ジ

ウ

ソ

ノ

レ

イ

ツ

ギ

ア

ゲ

一
、
此
書
ノ
引
ヤ
ウ
ハ
、
門
部
ニ
就
テ
求
メ
ズ
、
音
訓
ノ
仮
名
数
ニ
随
テ
文
字
ヲ
得
ル
、
其
例
次
ニ
奉
タ
リ

ゲ

ン

ハ

ン

ハ

ヤ

ピ

キ

せ

ツ

ヨ

ウ

シ

フ

ヨ

ヲ

コ

ナ

ナ

ヲ

ゾ

ウ

ホ

シ

フ

シ

カ

（

ま

ま

）

イ

マ

ジ

ン

カ

ニ

チ

ョ

ウ

ゾ

ク

ゴ

ヲ

ヨ

ケ

イ

シ

せ

キ

ト

ク

ジ

ユ

ク

ジ

一
、
原
板
早
引
節
用
集
、
世
一
一
行
ハ
レ
テ
尚
増
補
ノ
集
ア
リ
、
然
ル
、
、
＼
今
、
人
家
日
用
ノ
俗
語
及
ビ
経
史
尺
臆
ノ
熟
字
ニ

イ

タ

シ

ユ

ツ

シ

ヨ

タ

シ

カ

ヱ

ラ

ヒ

コ

エ

ヨ

ミ

タ

ず

ク

ワ

ウ

グ

イ

ゾ

ウ

ヱ

キ

コ

、

ニ

ヲ

ヒ

テ

ガ

ゾ

ク

ヨ

フ

ヨ

ウ

モ

ン

ジ

モ

ラ

サ

ズ

タ

ヅ

ネ

ヒ

ク

至
ル
マ
デ
、
出
所
協
ナ
ル
ヲ
撰
テ
、
音
訓
ヲ
正
シ
テ
慶
大
増
益
ス
、
於
是
雅
俗
要
用
ノ
文
字
ヲ
不
洩
シ
テ
、
索
開
ノ

ハ

ヤ

カ

イ

ダ

イ

コ

ノ

シ

ヨ

ベ

ン

捷
キ

1
、
海
内
此
書
ヨ
リ
便
ナ
ル
ナ
カ
ラ
ン
ノ
ミ
」
（
序
1
ウ）

も
ん
じ
ひ
き
ゃ
う

文
字
引
様

ひ

と

こ

へ

ぷ

λ

、

い

ま

い

へ

い

ハ

い

よ

ヤ
威
．
位
・
異
・
居
・
井
．
一
撃
の
分
一
」
今
・
家
．
岩
・
伊
環
・

こ

へ

ぷ

λ

い

ん

ぎ

ん

い

へ

づ

と

よ

こ

へ

ぶ

ん

い

つ

く

し

ま

い

も

せ

や

ま

聾

の

分

叫

感

動

ω
・
家
土
産
・
四
聾
の
分
か
厳
嶋
．
妹
背
山
・

か
ず

の
数
を
も
っ
て
く
り
出
す
べ
し
」
（
序
2
オ）

こ

へ

と

り

じ

た

い

り

や

く

音
か
な
づ
か
ひ
の
取
ち
が
ひ
や
す
き
字
、
大
喜
を
し
る
す

光

末
日

く
ハ
う

ミヵ、っ

ミヵ、っ

こ、っ

下
」
、
つ
ノ

さ
う
ぞ
く

そ
う
ぞ
く

は
う
き

こ
の

相
績

方
を
見
る
べ
し

も
ん
じ
ひ
き
ゃ
う

「
凡
例
」
と
「
文
字
引
様
」
は
、
前
に
紹
介
し
た

帯

ほ
う
き

一一・ふ

五：聾ミ
賢えの

の分f
分f

蝋
燭

ら
う
そ
く

い
わ
ひ

口刈
ゐ
必
l
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石
f回

徐ょ三い

れ
にわ委ぃ

准f細t
-"'... 

ょ喜；
ノ＼

ろ
う
そ
く

ぎ
く
ろ

こ
の
る
い
り
ゃ
う

此
類
ハ
両

じ
ゃ
く
ろ

は
、
「
野
町
早
引
節
用
集
」
に
拠
っ
て
い
る
。

ま
ず
、

「
臨
…
日
竹
内
山
舵
鼎
恥
」
の
そ
れ
に
始
ま
る
が
、

「
問
団
日
刊
日
航
鼎
血
熱
」

明
和
五

す
な
わ
ち
、

「
大
全
早
引
節
用
集
」

の
場
合

（
タ
テ
三
ツ
切
五
行
本
。

宝
暦
七
年
、



十ぃ次
六ぎが
夜8宝
」暦

新
撲
で
は

「
い
ノ
四
」

てい新宝
t.戸撰暦

< 早思
ヲ I~

Z塑；
自室：
とを
し享
てけ

つ
王子l込；，

安も
波は主
寄ら出
」様
と」

あ
fコ

？こ
σ3 
を

い
ノ
三
の

医ぃ

~ ！午
自を

IMF L、

t俸
てに
二1い代
ロ z 、
み；＿；：， え
女入ゆ 、

年
版
等
あ
り
）

が
宝
暦
二
年
の

の
二
例
に
直
し
、
更
に
宝
暦
新
撰
版
に
は
無
か
っ
た

又
、
頭
字
よ
ミ
こ
へ
取
遠
や
す
き
字
も
お
ほ
し
、
大
国
各
を
し
る
す

と
い
う
一
文
を
加
え
て

光

く
ハ
う

か、っ

下
｝
、
「
ノ

釆
日

か、っ

下
｝
よ
／

蝋
燭

ら
ふ
そ
く

ろ
う
そ
く

本自
主賓

き
う
そ
く

そ
う
ぞ
く

る

い

り

ゃ

う

は

う

此
類
ハ
両
方
を
見
る
べ
し

と
い
う
実
例
を
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
「
時
昨
早
引
節
用
集
」
は
更
に
そ
れ
に
手
直
し
を
加
え
、
い
ノ
一

j
四
で
あ
っ
た
そ
れ
を
「
い
ノ
五
」
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ま
で
に
広
げ
、
「
い
ノ
ご
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
他
の
仮
名
数
の
例
示
語
を

い

ふ

く

い

ふ

う

い

ん

や

う

い

ろ

し

な

↓
伊
．
意
・
猪
．
謄
一
↓
一
衣
服
．
美
風
酌
陰
陽
・
色
品

い

ち

の

た

に

い

と

け

な

し

か

し

り

じ

と

り

ち

が

へ

じ

に
入
れ
替
え
、
「
b

一
谷
．
幼
稚
」
を
追
加
し
、
ま
た
、
光
i
相
績
ま
で
の
四
語
で
あ
っ
た
「
頭
字
よ
ミ
こ
へ
取
遠
や
す
き
字
」
も
、

こ

へ

と

り

ち

が

へ

じ

「
音
か
な
づ
か
ひ
の
取
遠
や
す
き
字
」
と
し
て
そ
の
後
に

箸

ほ
う
き

は
う
き

石
＋回

ぎ
く
ろ

じ
ゃ
く
ろ

の
二
語
を
増
補
し
て
い
る
。

こ
の

7
1
品
ま
で
の
仮
名
数
の
出
し
方
と
、
仮
名
遣
を
取
違
え
や
す
い
語
の
表
示
例
か
ら
、
本
書
は
、

「
問
中
一
早
引
節
用
集
」

の
そ
れ
を
参
考
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



（

A
2）

 

文
化
二
年
版
・
後
印

河
内
屋
版

刊
記

扉
・
内
題
・
版
心
・
丁
数
等

五
音
引
の
三
節
用
の
広
告
の
部
分
と
匡
郭
を
残
し
て
、
他
を
改
刻
。

A
1
本
に
同
じ
。
但
し
刷
り
劣
る
。

様
式
は

A
1
本
に
同
じ
。
右
側
に
あ
る
安
見
、
二
字
引
、

文
化
二
乙
丑
歳
二
月
吉
旦

江
戸
日
本
橋

西通
十

村z
I原

←よA

/¥ 

A 
_L  

日
本
橋

山里
崎i
金
兵
衛

大
坂
心
蔚
橋
通
唐
物
町
南
へ
入

河

内

屋

太

助

449-

A 
_L  

堺
筋
安
土
町
南
へ
入

高

屋

安

兵

衛

ノ＼
_L  

順
慶
町
五
丁
目

柏
原
屋
輿
左
衛
門

す
な
わ
ち

A
1
本
の
四
書
障
の
う
ち
、
大
阪
の
村
上
伊
兵
衛
が
抜
け
、

河
内
屋
太
助
と
高
屋
安
兵
衛
が
入
っ
て
い
る
。
ま
た
他
の
三

軒
も
住
所
が
異
っ
て
い
る
。

大
坂
心
斎
橋
通
唐
物
町

本
文
末
付
録
の
最
後
の
丁
と
奥
付
と
の
問
に
「
蔵
板
目
録
河
内
屋
太
助
」
一
丁
分
が
あ
り
、
「
武
用
排
客
」

i
「高

手
形
案
文
」
の
二
十
六
点
の
内
容
紹
介
付
広
告
を
載
せ
る
。
こ
の
部
分
の
刷
り
は
良
く
な
い
。
右
の
広
告
中
、
本
書
の
発
売
時
期
を



文
化
二
年
版
後
印

河
内
屋
版
・
刊
記

推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
書
物
と
し
て
は
、
「
葬
学
指
南
大
全
」
が
あ
る
。
「
師
匠
い
ら
す
、
世
に
葬
法
の
書
数
品
有
と
い
へ
ど
も
、

術
ご
と
を
顕
す
事
な
し
、
此
本
ハ
其
、
船
客
術
を
委
く
平
か
な
に
あ
ら
ハ
し
、
誠
に
近

道
の
書
な
り
」
と
宣
伝
さ
れ
る
同
書
は
、
松
岡
良
助
の
著
。
「
算
学
稽
古
大
全
」
と
同

一
の
書
と
も
言
わ
れ
、

と
す
る
と
「
肝鰍
大
阪
出
版
書
籍
目
録
」
に
、
板
元
・
河
内
屋

太
助
、
出
願
・
文
化
三
年
九
月
、
許
可
・
文
化
四
年
三
月
十
三
日
と
し
て
出
て
い
る

そ
れ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
文
化
五
年
版
や
天
保
四
年
、
嘉
永
二
年
版
等
が
あ
る
。

ま
た
広
告
通
り
の
「
算
学
指
南
大
全
」
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
も
前
引
の
目

録
の
文
化
五
年
六
月
出
願
の
条
に
板
元
・
河
内
屋
太
助
の
名
で
増
補
版
の
記
事
が
出

-450ー

て
お
り
、
「
本
書
の
板
行
に
就
き
、
一
旦
出
願
し
た
る
も
、
都
合
あ
り
て
願
ひ
を
取
消

す
」
由
の
「
附
記
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

文
化
四

五
年
よ
り

遡
る
こ
と
が
出
来
な
い
わ
け
で
、
そ
う
す
る
と
こ
の

A
2
本
の
発
売
も
そ
れ
以
降
、

文
化
八
年
く
ら
い
迄
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
他
の
書
物
も
寛
政
、
享
和
、

文
化
元
年
頃
の
初
版
が
多
い
が
、
「
唐
明
詠
物
詩
類
幽
」
の
第
二
集
が
文
化
八
年
、
「
武

用
排
国
各
」
の
増
補
発
行
願
出
が
板
元
・
河
内
屋
太
助
よ
り
文
化
十
年
二
月
に
な
さ
れ
、

同
年
七
月
に
許
可
、
同
年
刊
、
そ
れ
に
文
化
九
年
版
も
あ
る
か
ら
、

A
2
本
の
発
売

時
期
も
或
は
文
化
八
i
十
年
あ
た
り
ま
で
引
き
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
も
し
れ

p
h
E

。

犬
d

し



（

B
）
 

文
化
八
年
版

明
治
五
年
版
の
扉
の
書
名
の
脇
、
左
下
に
「
文
化
辛
未
監
定
」
と
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
文
化
辛
未

l
八
年
版
は
実
在

未
見
。
但
し
（
J

）

す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（

C

1）
 

文
化
十
四
年
版

表
紙

濃
標
色
地
紙
に
雷
紋
、
唐
草
模
様
空
押
し
。

扉
題

「
大
全
早
／
引
節
用
／
集
」
の
題
の
左
下
に
「
文
化
丁
／
丑
監
定
」
と
あ
る
。

ル
ミ
」
と
あ
っ
た
誤
り
を
、
本
書
で
は
正
し
く
「
然
ル
ニ
」
と
し
て
い
る
。

刊
記

様
式
は

A
本
に
同
じ
。
右
側
に
安
見
、

二
字
引
、

五
音
引
の
三
節
用
集
の
広
告
が
あ
り
、

文
化
十
四
丁
丑
歳
十
一
月
吉
旦

江
戸
日
本
橋
通
南
一
丁
目

須
原
屋
茂
兵
衛

大
阪
心
粛
橋
通
唐
物
町
南
ェ
入

河

内

屋

太

助

全

堺
筋
安
土
町
南
ェ
入

高

屋

安

兵

衛

ノ＼
ーし

順
慶
町
五
丁
目

柏
原
屋
輿
左
衛
門

凡
例

A
本
に
同
じ
だ
が

界
線
を
置
い
て
左
に

A
本
六
行
目
で
「
然

-451-



と
あ
る
。
即
ち
A
2
本
に
在
っ
た
江
戸
の
二
書
障
の
代
わ
り
に
、

須
原
屋
茂
兵
衛
が
入
っ
て
い
る
。
以
後
嘉
永
版
に
至
る
ま
で
、
本

書
に
名
を
列
ね
る
江
戸
の
書
障
は
須
原
屋
だ
け
に
な
る
。

本
文
は
A
本
と
比
べ
る
と
、
清
濁
表
記
の
ち
が
い
の
ほ
か
、
少
異
が
あ
る
。
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
（
前
が
A
本
、
後
が
本
書
。
〈

＼、，／

備
考

内
は
真
草
二
行
の
う
ち
左
脇
に
掲
出
の
片
カ
ナ
・
真
字
体
の
本
文
）

九
一
七
オ
・

2
1
3
行
目

コ

ト

パ

グ

ハ

イ

グ

ハ

イ

合
一
一
一
口
外
〉
｜
｜
〈
外
〉

ザ

ン

ハ

ウ

ハ

ウ

〈
言
妨
V

－
－
－
〈
妨
〉

す

ほ

け

き

ゃ

う

ハ

ナ

フ

ミ

法
花
経
〈
花
経
〉

一
階
庭
〈
底
〉

山一五
O
ウ・

2
1
3
行
目
（
以
下
「
行
目
」
略

ー
ー
ー
隔
庭
〈
庭
〉

ほ

け

き

ゃ

う

ハ

ナ

フ

ミ

｜
｜
法
華
経
〈
華
経
〉

法
華
宗
．

法
花
宗
．

日
七
五
オ
・

7

町
一
一
四
九
オ
・

1

そ
へ
あ

L

j

副
足
謝
申

生亜む

不ゅ
愈ゅ

鉦む

不大
愈ゅ

副受

足T

鞠
に
い
ふ

ヨ
一
七
八
オ
・

1
1
2

肌
二
九
三
ウ
・

3

深f
Hヨを
ii三、ん

ヲ』声、J
A叫
寸

シ

ン

チ

ウ

〈附附〉

l
i
－－〈問問〉

こ

か

う

の

し

ん

モ

、

ヵ

ウ

ツ

カ

フ

ル

こ

か

う

の

し

ん

モ

、

ヵ

ウ

ツ

カ

フ

ル

股
陪
臣
〈
股
陪
臣
V

－

1

－
ー
股
肱
臣
〈
股
肱
臣
〉

二
四
一
オ
・

1

深
厚
．

じ
ん
を
ん

｜
｜
深
恩
．

深f
厚す

等
で
あ
る
。

（

C

2）
 

文
化
十
四
年

音
納
屋
版

扉
題
・
凡
例
等

C
1
本
と
同
じ
。

南
久
太
良
町
中
橋
西
ェ
入
／
土
日
納
屋
善
十
郎
」
が
入
木
き
れ
て
い
る
。

刊
記

C
1
本
の
三
番
目
に
あ
っ
た
高
屋
に
代
わ
っ
て
「
全

備
考

刷
り
C
1
本
よ
り
劣
る
。

）
二
四

O
ウ
・

2



（

D
）
 

文
政
十
年
版

扉
題

A
、
C
本
と
同
様
式
。
「
大
全
早
／
引
節
用
／
集
」
の
題
の
左
下
に
「
文
政
十
／
史
監
定
」
と
記
す
。

A
、
C
本
と
同
様
式
。
但
し
二
行
目
「
就
一
ア
」
は
A
本
の
ま
ま
。

凡
例

刊
記

A
、
C
本
と
同
じ
く
右
方
に
安
見
、

二
字
引
、

五
音
引
の
三
節
用
集
の
案
内
広
告
が
あ
り
、

界
線
を
置
い
て
左
に

文
政
十
丁
亥
歳
二
月
吉
旦

σ〕
年
記

一
行
あ
け
て
左
に
江
戸
の
須
原
屋
茂
兵
衛
と
大
阪
の
河
内
屋
太
助
、

同
じ
く
吉
納
屋
善
十
郎
、
柏
原
屋
輿
左
衛
門
の
住
所

と
名
前
を
出
す
。
す
な
わ
ち
C
2
本
と
書
原
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。

備
考

薄
葉
刷
り
も
あ
り
。

本
文
は
C
本
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が

後
出
が
本
書
）
。
川
一
七
オ
・

2

-453 

前
者
が
C
文
化
十
四
年
版
、

少
異
が
あ
る
。

3 

グ

ハ

イ

コ

ト

パ

グ

ハ

イ

〈
外
V

I

l

－
－
〈
言
外
〉

と
一
四

O
ウ・

2

i周t

’阿』

ハ

ウ

ゲ

ン

ハ

ウ

〈
妨
〉
｜
｜
〈
二
一
一
口
妨
〉

〈
庭
〉
｜
｜
〈
庭
〉

日
七
五
オ
・

7

和
一
二
二
二
ウ
・

6

ア

タ

ッ

フ

タ

ツ

〈
雨
〉
｜
｜
〈
雨
〉

等
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
付
録
の
「
年
代
田
各
記
」
の
最
後
「
文
政
」
の
個
所
は
、
「
文
政

と
墨
釘
に
な
っ
て
い
る
。

（

E

1）
 

天
保
三
年
版

扉
題

A
j
D
本
と
同
じ
様
式
。
「
大
全
早
／
引
節
用
／
集
」
と
題
名
を
大
き
く
三
行
に
出
し
、
「
集
」
の
字
の
下
方
に
「
天
保
壬
／
辰
監
定
」

凡
例

と
年
記
を
示
す
。

二
行
目
「
就
テ
」
の
誤
り
は
そ
の
ま
、
受
け
継
ぐ
が
、
六
行
目
は
「
然
ル
ニ
」
と
正
し
く
直
っ
て
い
る
。



け
H
d
ス］

工
l
－
弓
削

A
i
D
本
と
同
じ
様
に
、
右
側
に
三
節
用
集
の
広
告
が
あ
り
、
界
線
を
置

い
て
左
に天

保
三
壬辰
歳
正
月
吉
旦

江
戸
日
本
橋
通
南
萱
丁
目

須
原
屋
茂
兵
衛

大
阪
心
粛
橋
通
唐
物
町

河
内
屋
太

助

戸、民

一L

心
粛
橋
北
詰柏

原
屋
源
兵
衛

戸、h

_L  

天
満
天
神
鳥
居
筋
十
丁
目
西
へ
入

木

屋

伊

兵

衛

-454-

八
一上ー

順
慶
町
五
丁
目

柏
原
屋
輿
左
衛
門

と
あ
る
。

備
考

薄
葉
刷
り
本
も
あ
る
。
既
に
見
た
如
く

（A
）
文
化
二
年
版
と
（
C
）
文

化
十
四
年
版
、

（D
）
文
政
十
四
年
版
と
は
、
本
文
に
各
々
少
異
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
天
保
三
年
版
は
刊
行
に
際
し
本
文
に
若
干
手
直
し
を
加
え

た
ら
し
く
、

A
i
D
の
諸
本
と
大
き
く
異
な
る
個
所
が
目
に
つ
く
。
主
な

個
所
を
掲
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
は
じ
め
が

A
本
、
後
が
天
保
三



年
版
、

（

E
2）

 

扉
題
・
内
題
等

／＼ 

〉
内
は
二
行
の
中
の
左
方
の
片
カ
ナ
・
真
字
体
の
部
分
。

跡
二
二
オ
・

7

沃こ
懸、2

い

き

を

し

チ

ウ

セ

ツ

｜
｜
｜
申
一
江
即
〈
申
一
詳
即
〉

四
0 算
ウ用

数
7 生

卒店 店
示か行

数

出五
O

ヨ
ウ
ケ
ン

〈
沃
懸
〉
．

ほ

け

ハ

ナ

き

ゃ

う

ウ
・

2
1
3
法
花
〈
花
〉
経
．

法
花
宗
．

ハ
ナ

〈華〉

経
．
法
華
宗
．
駅
六

千
束
文
．

｜
｜
千
束
文

同
七

口
一
七
五
オ
・

7

一
嶋
庭
〈
底
〉

庭ハ

対
七
六
ウ
・

7
i
七
七
オ
・
ー

ーー
i

張

1
1
1
一
嶋
庭

七
オ
・

1
ち

く

せ

ん

ば

し

ツ

ク

マ

ヘ

キ

ヤ

ウ

ち

く

よ

う

せ

う

タ

ケ

ハ

シ

ユ

ク

一

一

ず

》

，

筑
前
橋
〈
筑
前
橋
〉
｜
｜
竹
葉
板
〈
竹
葉
板
〉
と
う
カ
L
L

本f
人f

〈
張
本
人
〉

同
七
七
ウ
・

1
1
2

中
宮
太
夫

〈
太
夫
〉
．

配
E
ぃ
献
〈
川
町
村
フ
ヵ
都
内
大
坂
堀
江
｜

i
w川
駅
医
〈
形
影
配
〉

か

へ

り

ま

ふ

す

サ

イ

妻

〈

妻

〉

上；
ゆ

弦主

上i
g玄ご

天
子
姉
妹

れ
八
一
オ
・

5
1
6

明t

菌
サ
陳

イ
ン
チ
ン

〈
菌
議
〉

か

へ

り

ま

ふ

す

サ

イ

｜
！
｜
妻
〈
妻
〉

対
一
二
四
オ
・

2
副え
足f
鞠

副更
足で
鞠

わ
一
五
七
オ
－

4

〈 四そ

承二一

号；見
｜オ

承i
塵ご

一
斗
一
七
八
オ
・

1
1
2

無
不
愈
｜
｜
無
不
愈

四
一
オ
・

1

こ
か
う
の
し
ん

股
陪
臣

モ
、
ヵ
ゥ
ツ
カ
7
ル

〈
股
肱
臣
〉

股？
”＊カ
司口ウ

臣f
'Vル

こ
か
う
の
し
ん

｜
｜
股
肱
臣

深1
厚す

吟
二
一
二
ウ
・

6

ア

タ

ッ

フ

タ

ツ

〈
雨
〉
｜
｜
〈
雨
〉

天
保
三
年

渋
川
清
右
衛
門
版

E
1
本
に
同
じ
。

〈卒八小〉．

｜
｜
可
膝

阿ァ
腰Z

一オ・

7

冨
尾
〈
尾
〉
．
ー
ー
ー
豊
臣
〈
豊
臣
〉

貞
享
暦
〈
貞
享
暦
〉
．

抗
七
七
オ
・

7

ち
く
よ
う
せ
う

7
ケ

ハ

シ

ユ

ク

ち

ゃ

う

こ

う

し

ゅ

ナ

ガ

キ

キ

ミ

ヌ

シ

竹
葉
椴
〈
竹
葉
椴
〉
と
う
が
ら
し
1

1

長
公
、
王
〈
長
公
主
〉

社
九
七
オ
・

6

.~）＇止を
}._fLミ

明？
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同
M

・3

1更2

1更3

魚、
ノ
腹

哨』f
ち

日目t
＼／ 

ゴ
一
六
六
オ
・
ー

）
二
四
O
ウ・

2

’｜向と

’閑；

同

臥
二
九
三
ウ
・

3

。λ
を
ん

深
恩
．

H
U
ん
か
う

深
厚
．

じ
λ
を
ん

｜
｜
深
恩
．



天保 3年版・ 扉

－H
H

リコ－

T
T
－Z凶

E
1
本
に
同
じ
。
但
し
そ
の
前
に
「
掻
都
書
林
渋
川
橋
枕
堂
蔵
版
目
録
／
大

阪
心
斉
橋
通
順
慶
町
／
柏
原
屋
清
右
衛
門
」
と
題
す
る
内
容
案
内
付
広
告

が
十
二
丁
分
入
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
丁
付
が
各
丁
ウ
の
ノ
ド
側
匡
郭

外
下
方
に
一

j
十
こ
ま
で
付
い
て
お
り
、
「
眠
年
中
故
事
要
言
」
j
「
巻
懐
韻

鏡
」
の
七
十
三
点
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（

F
）
 

天
保
七
年
版

扉
題

天
保
三
年
版
と
同
様
式
。
「
大
全
早
／
引
節
用
／
集
眠
時
間
」
。

凡
例

振
り
仮
名
や
清
濁
表
記
に
僅
か
の
差
異
は
あ
る
が
、
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E
本
に
同
じ
。

刊
記

A
l
E
の
諸
本
と
同
じ
く
、
右
方
に
三
節
用
集
の
案
内
広
告
が
あ
り
、
界
線

を
置
い
て
左
に
刊
行
年
月
と
書
埠
を
列
記
す
る
。
す
な
わ
ち
「
天
保
七
丙
申

歳
十
二
月
吉
旦
」
の
年
記
を
出
し
、
次
い
で
左
に
江
戸
の
須
原
屋
茂
兵
衛

ー
大
阪
の
河
内
屋
太
助
、
敦
賀
屋
九
兵
衛
、
木
屋
伊
兵
衛
、
柏
原
屋
輿
左
衛

門
の
五
軒
の
書
捧
の
所
在
地
と
名
前
を
記
す
。
す
な
わ
ち

E
本
の
三
番
目

に
あ
っ
た
柏
原
屋
源
兵
衛
が
「
全

心
斉
橋
萱
丁
南

敦
賀
屋
九
兵
衛
」
と

入
れ
替
っ
て
い
る
。



備
考

管
見
に
入
っ
た
も
の
は
刷
り
が
良
く
な
い
。
本
文
は

E
本
に
近
い
が
、
少
異
も
あ
る
。

書
を
あ
げ
る
。

陪三ち五ち
心；~七

庭ご五
〈 オ

庭ス － ~ 7 

れ
一
二
四
オ

・
2

町
二
六
O
ウ
・

3

ウ
・

6

ー・同

i家む
と
む
れ

は
F

じ
め
に

E
天
保
三
年
版
を
出
し
、
後
に
本

麻
宣

〈宜
〉
．
聴
庭

〈庭
V
－

1

－

聴

宣

今日一〉
．

が
ん
ら
い
こ
う

馬
来
紅
．

馬f
来と
紅す

才
幹

〈幹
〉

ー
ー
オ
翰

〈翰
〉．

酌
三
一

O

〈附〉

兵
の
｜
｜
一
同
町

〈際
〉
兵
の

守－戸、J
λ
斗

右
の
う
ち
、
一
階
官
一
、
才
翰
な
ど
は
、
補
刻
風
な
直
し
方
を
し
て
い
る
。

（

G
）
 

天
保
十
四
年
版

表
紙

樺
色
地
紙
に
唐
鏡
模
様
空
押
し
。

諸
本
と
同
様
式
。
飾
り
枠
付
短
冊
形
紙
、
表
紙
左
肩
に
貼
付
。
「
大
全
早
引

題
金主己

節
用
集
英
字
附」
。

A
i
F
本
と
同
様
式
。
三
行
に
分
け
て
記
し
た
書
名
の
末
、
左
下
方
に
「
天

E
本
に
同
じ
。

扉
題

保
美
／
卯
監
定
」
と
あ
り
。

凡
例



刊
記

A
以
下
の
諸
本
と
同
じ
様
式
。
す
な
わ
ち
右
に
安
見
、

二
字
引
、

五
音
引
の
三
節
用
集
の
案
内
広
告
が
あ
り
、
界
線
を
置
い
て
左
に

「
天
保
十
四
発
卯
歳
八
月
吉
旦
」
の
年
記
と
五
書
捧
の
名
と
住
所
を
列
記
す
る
。

こ
の
五
名
の
書
障
と
住
所
は
（
F
）
天
保
七
年
版
と

全
く
同
じ
で
あ
る
。

備
考

本
文
は

（D
）
文
政
十
年
版
に
ほ
ゾ
同
じ
。

（

H

1
）
 

嘉
永
七
年
版

表
紙

濃
標
色
紙
に
雷
紋
、
唐
草
模
様
空
押
し
。
竪
二
一
・
八
、
横
一
九
・
四
糎
。
題
策

G
本
と
同
様
式
。

扉
題

諸
本
と
同
様
式
。
「
大
全
早
／
引
節
用
／
集
時
目
指
亡
。

二
行
目
「
就
テ
」
、
四
行
目
「
文
字
」
、
六
行
目
「
然
ル
ニ
」
と
正
し
く
直
っ
て
い
る
。
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凡
例

叶
H
H
1
4
1」
】

γ十
l
－弓削

A
l
G
の
各
版
の
様
式
を
模
し
、
飾
り
枠
内
右
方
に
界
線
で
仕
切
っ
て
「
早
引
」
「
い
ろ
は
」
「
詰
時
一
大
全
早
引
」
の
三
種
の
節
用
の

広
告
を
出
し
、

ま
た
界
線
を
置
い
て
左
に
「
嘉
永
七
甲
寅
歳
正
月
吉
旦
」
の
刊
行
年
月
と
江
戸
・
大
阪
の
五
書
障
の
所
在
地
と
名
前

を
記
す
。
こ
の
五
書
捧
名
と
住
所
表
示
は
、

F
、
G
両
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
広
告
は
「
早
引
節
用
集

同
英
字
付

懐
中
本

全
一
冊
」
／
「
い

ろ
は
節
用
集

此
書
ハ
十
三
一
門
部
分
一
一
し
て

い
ろ
は
仮
名
ニ
て
引
書
也

右
の
奥
付
の

事
永

全
一
冊
」
／
「
詰
附
大
合
唱
ヤ
引
節
用
集

事
柄
前
列

型至
言書

j全日
冊
L一一
グ〉

イ〉

で
あ
る

広
告
中
、

は
じ
め
の
「
早
引
節
用
集
」
は
ど
れ
を
指
す
の
か
現
物
を
特
定
出
来
な
い
で
い
る
。
二
番
目
の
「
い
ろ
は
節
用
集
」
は
「
十

三
部
分
ニ
し
て
い
ろ
は
仮
名
ニ
て
引
書
也
」
と
い
う
か
ら
、

こ
れ
だ
け
だ
と
合
類
節
用
の
様
な
も
の
を
き
し
て
言
っ
て
い
る
の
か
通
常



H 
1 

嘉
永
七
年
版
・
扉

の
節
用
集
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
不
明
。
但
し
こ
れ
が
早
引
節
用
に
し
て
十
三
部
分
と
い
う
こ
と
だ
と
す
る
と
、
擬
う
べ
き
も

の
が
あ
る
。
そ
れ
は
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
五
月
刊
の
「
計
一語
制
大
全
早
字
引

一
名
以
巴
波
節
用
集
」

で
あ
る
。
同
書
は
そ
の
凡
例
で

近
こ
ろ
の
字
書
と
も
、
多
く
ハ
か
な
の
文
字
数
の
ミ
に
て
わ
か
ち
、
門
部
な

こ

ん

ざ

つ

わ

づ

ら

ハ

お

ん

く

ん

き
ゅ
ゑ
、
混
雑
し
て
、
文
字
を
求
る
に
煩
し
、
此
書
ハ
音
訓
の
か
な
数
を
わ

捷
径
な
り

か
ち
、

そ
の
中
の
十
三
門
部
に
よ
り
文
字
を
求
る
故
、

と
、
早
引
方
式
の
語
葉
検
索
法
の
限
界
と
、
十
三
門
部
分
方
式
を
併
用
す
る
こ
と
の

便
利
さ
を
謡
っ
て
い
る
。
前
途
の
如
く
、
イ
ロ
ハ
分
類
と
部
門
立
て
方
式
に
よ
る
語

-459-

葉
検
索
の
迂
遠
さ
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に
、
仮
名
数
の
み
に
よ
っ
て
引
く
早
引
方
式

が
考
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
例
え
ば
毎
半
葉
七
行
、
一
行
約
十
一
字
詰

の
「
大
全
早
引
節
用
集
」
で
、
イ
の
四
が
八
丁
五
七

O
語

ハ
の
四
が
約
六
丁
四

一
語
も
あ
る
と
い
う
状
況
で
、
そ
の
中
か
ら
求
め
る
語
を
見
出
す
の
で
あ
る
か
ら
、

常
に
「
早
引
」
と
い
う
具
合
に
は
と
て
も
行
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
た
こ
の

「計
一帯
粉
大
全
早
字
引
」
の
よ
う
な
、
早
引
の
中
に
部
門
分
け
を
繰
り
入
れ
る
方
式

が
案
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

本
書
は
中
村
園
香
編
、

文
化
十
三
（
一
八
二
ハ
）
年
序
刊
の
証
明
暗
紛
い
ろ
は
節
用



集
大
成
」
の
改
題
本
で
、
外
題
は
「
涯
一
い
ろ
は
節
用
集
大
成
」
。
そ
の
板

嘉永 7年版・刊記

行
・
責
弘
め
の
経
緯
が
「
綜

大
阪
出
版
書
籍
目
録
」
の
天
保
十
一
年
十
月

の
条
に
、
ま
た
再
板
発
行
申
出
が
同
十
三
年
三
月
の
条
に
、
柏
原
屋
輿
左

衛
門
の
名
を
出
し
て
載
づ
て
い
る
。
更
に
天
保
十
三
年
の
こ
の
改
題
本

つ
川
リ
己
こ
ま
、

C

7
－E
E
－

－

 

江
戸
の
須
原
屋
茂
兵
衛
1
大
阪
の
柏
原
屋
輿
左
衛
門
ま

で
の
六
軒
の
書
臨
時
が
あ
が

っ
て
い
て
、

H
1
本
と
異
な
る
の
は
、
尾
州
名

H 1 

古
屋
の
永
楽
屋
東
四
郎
が
一
名
多
い
と
い
う
点
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え、

H
1
本
の
広
告
に
言
う
「
い
ろ
は
節
用
集
」
は
、
本
書
で
あ
る
可
能
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性
が
強
い
。
因
に
、
本
書
の
知
く
早
引
と
部
門
立
て
と
を
併
用
す
る
方
式

は
、
あ
ま
り
広
ま
ら
ず
、
他
に
は
嘉
永
三
年
刊
の
「
開
高
代
節
用
集
」
が
目

に
つ
く
程
度
で
あ
る
。

三
番
目
に
あ
る
嘉
永
新
刻
、
至
大
冊
の
「
詰
…
…
附
大
全
早
引
節
用
集
」
と
は
、

山
下
重
政
旧
案
、
自
在
堂
浅
田
観
三
訂
正
、
山
本
張
堂
再
校
、
武
田
左
馬

介
揮
筆
の
「
開
淵
大
全
早
引
節
用
集
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
書
は
題
策
題

が
広
告
と
同
じ
で
、
右
下
に
「
異
字
附
」
と
あ
り
、

弘
化
四
（
一
八
四
七
）

年
官
許
、
嘉
永
四
（
一
八
五

二
年
春
の
開
板
。
京
都
の
勝
村
治
右
衛
門
、



江
戸
の
須
原
屋
茂
兵
衛
、
大
阪
の
敦
賀
屋
九
兵
衛
、
柏
原
屋
輿
左
衛
門
ら
三
都
十
一
軒
の
版
で
、
凡
例
・
付
録
と
も
全
五
七
六
丁
の

厚
冊
で
あ
る
。
内
容
は
同
書
嘉
永
四
年
版
付
載
の
広
告
で

H2 

備
考

（

H
2）

 

右
の
字
引
ハ
、
是
迫
有
来
の
字
引
に
洩
た
る
文
字
を
数
万
字
増
補
し
、
世
界

に
入
用
の
文
字
ハ
い
ふ
ニ
及
パ
ず
、
正
し
く
諸
経
史
の
出
所
を
吟
味
し
、
雅

俗
の
熟
字
、
名
所
旧
遁
、
又
ハ
近
来
諸
妻
に
達
せ
し
人
物
の
字
号
、
和
漢
と

も
に
ゑ
ら
ミ
出
し
、
仮
名
字
の
用
ひ
方
は
往
古
の
例
に
よ
る
、
故

－一
四
民
重

宝
無
双
の
書
也

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
原
本
の
「
大
全
早
引
節
用
集
」
を
大
増
訂
し
た
も
の
で
あ
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る
。
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
が
、
安
政
頃
の
版
や
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
版
、
二
冊

に
分
冊
し
た
も
の
等
が
あ
る
。

本
文
は
G
本
に
近
い
が

む
ハ
二
オ
・

7

富
永
．
豊
臣
、

ち
ゃ
う
せ
ん

厩
宣

日
七
五
オ
・

7

〈乞
〉
、
肘
三
一

O
ウ
・

6

同

タ
イ

一
隊

〈隊
〉
等、

F
本
に
近
い
個
所
も
あ
る
。

嘉
永
七
年
・
後
修
本

H
1
本
に
同
じ
。

題
簸
・
扉
・
凡
例
・
内
題
等

飾
り
枠
を
含
め
改
刻
。

叶

H4
ス］

平
』
三
削



天
明
八
戊
申
歳
春
原
則

嘉
永
七
甲
寅
歳
春
十
成
刺

京
都
三
候
通
舛
屋
町

出
雲
寺

文
次
郎

江
戸
日
本
橋
通
南
萱
丁
目

須
原
屋
茂
兵
衛

大

阪
dし、

粛
橋

河皇
内；昆
屋前

太

助

戸＼
」ー

心
粛
橋
萱
丁
南

敦
賀
屋

九
兵
衛

戸＼
_L 

天
満
天
神
鳥
居
筋
十
丁
目
西
へ
入

木

屋

伊

兵

衛
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ノ＼
」一

順
慶
町
五
丁
目

柏
原
屋
輿
左
衛
門

本
書
に
よ
っ
て
「
大
全
早
引
節
用
集
」
は
天
明
八
年
春
の
原
刻
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
書
捧
に
は
出
雲
寺
が
加
わ
り
、
初

め
て
京
都
の
本
屋
の
名
が
見
え
る
。
後
印
で
あ
る
が
、

H
1
本
に
比
し
て
刷
り
が
極
度
に
悪
い
わ
け
で
は
な
い
。

（

H

3）
 

嘉
永
七
年
・
新
刻
本

表
紙

濃
繰
色
地
紙
に
雷
紋
・
唐
草
模
様
空
押
し
。
竪
三
了
六
、
横
一
九
糎
。

題
笠主己

H
1
・
H
2
本
と
同
様
式
。
「
大
全
早
引
節
用
集
真
字
附
」
。

竪
一

0
・
一
五
、
横
三
・
二
糎
。



扉
題
・
凡
例
・
内
題
等

H
1
・
H
2
本
と
同
様
式
で
あ
る
が
、
全
て
新
刻
。

版
Jし、

凡
例
や
巻
末
付
録
部
分
は
白
口
、
本
文
部
分
は

し、

畳
一
が
基
本
。
す
な
わ
ち
A
以
下
の
諸
本
に
あ
っ
た
「
大
全
」
の

版
心
題
が
無
く
、

イ
ロ
ハ
分
け
標
目
も
、
第
五
三

1
八
、
六
五
i
八、

二
二

i
二、

一・二五
l
六

九
一

j
三、

一O
三
1
六

一
四
五
j
八、

一
六
九

1
一
七

O
丁
を
の
ぞ
き
皆
オ
モ
テ
側
に
あ
る
。
ま
た
一
二
七
l
八
、
二
九
七
l
八
は
イ
ロ
ハ
分
け
表
示
が
無

しE。

丁
付

（
凡
例
）
序
一
、
序
二
、

（
本
文
）
宣
、
二

i
三
百
三
十
一
、

（
付
録
）
三
百
三
十
二
j
三
十
八
。

バ
H
H
d

－】
T
T
E

－－4凶

刊
年
月
・
書
蜂
と
も
H
2
本
に
同
じ
。
但
し
改
刻
。

備
考

（
は
じ
め
が
H
2
、
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後
出
が
本
書
）

H
2
本
と
は
異
版
。

H
2
本
と
比
較
す
る
と

い
一
七
オ
・

2
i
3

い

ひ

は

ぐ

ら

す

グ

ハ

イ

い

ひ

は

ぐ

り

す

コ

ト

パ

グ

ハ

イ

言
外
〈
外
〉
．
｜
｜
言
外
〈
二
一
一
口
外
〉

7 

〈山室々
〉

い
び
き
ま
た
「
ゲ
ン
ハ
ウ

｜
｜
言
妨
〈
二
一
日
妨
〉
．

い

び

き

ま

た

く

ハ

ウ

言
妨
〈
妨
〉
．

／＼ 

堂1
！々
＼ノ

豊
臣
〈
豊
臣
〉
｜
｜
冨
尾

一
階
庭

〈
庭
〉
｜
｜
一
階
庭
〈
底
〉

〈尾〉

一
一
七
五
オ
・

7

む
ハ
二
オ
・

7

一
一
一
四
八
ウ
・

6

尊f
体と

｜
｜
尊
体
〈
体
〉

7 

〈
嘱
詫
〉
｜
｜
〈
嘱
詫
〉

〈
俗
説

V
I
I
I〈
俗
説
〉

6
1
7
 

四
九
オ
・

1

そ

へ

島

し

米

そ

へ

あ

し

副
足
鞠
に
い
ふ
｜
｜
副
足
鞠

七
八
オ
・

1
1
2

ふ

ゆ

米

む

ゆ

無
不
愈
｜
｜
無
不
愈

1点王•l.!，、ね

ど
・す

股E
肱i三む

臣上一

股？
肱与
臣1

れ
二
四

O
ウ・

3

米
こ
か
う
の
し
ん
モ
、
ヵ
ゥ
ツ
カ
フ
ル

｜
｜
股
臣
〈
股
陪
臣
〉
．

こ

〉

ろ

お

ど

す

カ

ン

i
l
l

〈成ゆ〉

四

オ

1 

と
い
っ
た
異
同
が
目
に
つ
く
。

そ
の
中
＊
印
を
付
し
た
個
所
は

A
）
文
化
二
年
版
の
特
徴
を
示
し
て
お
り
、
本
書
の
本
文
は
A
本

に
基
き
、
多
少
の
修
訂
を
加
え
た
も
の
と
言
え
よ
う
。



（

I
）
 

万
延
元
年
版

表
紙

黄
色
地
紙
に
雲
形
模
様
空
押
し
。
標
色
地
紙
に
雷
紋
・
唐
草
模
様
空
押
し
の
も
の
も
あ
り
。

扉
題

大
全
早
／
引
節
用
／
集
盟
諸
山
」
。
刷
り
悪
し
。

H
本
に
同
じ

凡
例
・
内
題
等

丁
付

丁
数

（
凡
例
）
一
一
＋

（
付
録
）

七
・
五
十

（
奥
付
）

序
一
、
序
二
、

前
見
返
し
十

（
本
文
）
一
二
三
一
＋

一
t
l

三
百
三
十
九

一
・
五
丁
。

丁
付
や
丁
数
が

A
j
H
の
諸
本
と
異
っ
て
い
る
の
は
、
付
録
の
三
三
五
ウ
以
下
に
あ
る
「
年
代
客
記
」
が
、

三
三
八
オ
の
末
で
「
嘉

永
山
山
靴
fq
一
市
」
と
な
っ
て
お
り
、

寓
延
安
政
七
改
」
と
二
段
分

そ
の
た
め
三
三
八
ウ
の
右
方
に
も
枠
を
二
行
三
段
分
作
っ
て
「
安
政
時
立

だ
け
記
入
し
、
後
は
空
欄
の
ま
ま
界
線
を
置
い
て
左
に
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早
引
節
用
集
笠
間
懐
形
／
／
野
町
早
引
節
用
集
時
特
叶
冊
／
敷
引
節
用
集
配
当
冊
／
同

真
字
附
医
科
一
冊
／
い
ろ
は
節
用
集
大
成
／

詰
…
…
附
大
全
早
引
節
用
集
／
早
引
大
節
用
集
献
川
本
／
／
各
童
話
拍
も
御
座
。

と
七
点
分
の
節
用
集
の
広
告
を
入
れ
、

の
丁
付
の
あ
る
丁
を
作
っ
て
、

ウ

次
に
「
三
百
三
十
九
」

オ
に
「
銭
相
庭
わ
り
」
を
記
し
、

以
下
に
刊
記
を
入
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

刊
記

三
三
九
ウ
に
天
明
八
年
原
刻
j
蔦
延
元
年
十
二
刻
の
刻
記
と
版
元
三
名
、
後
見
返
し
に
三
都
十
名
の
発
行
書
障
を
記
す
。

天
明
八
戊
申
歳
春
原
刺

寛
政
八
丙
辰
歳
二
刺

文
化
二
乙
丑
歳
三
刺



文
化
八
辛
未
歳
四
刻

文
化
十
焚
酉
歳
五
刻

文
政
元
戊
寅
歳
六
刻

文
政
十
丁
爽
歳
七
則

天
保
三
壬
辰
歳
八
刻

天
保
八
丁
酉
歳
九
刻

天
保
十
四
焚
卯
歳
十
刺

安
政
元
甲
寅
歳
十
一
刻

寓
延
元
庚
申
歳
十
二
則

大
阪
堺
筋
金
田
町象

牙
屋
治
郎
兵
衛

同
堺
筋
大
宝
寺
町豊

田
屋
卯
左
ヱ
門

同
天
満
天
神
鳥
居
筋
十
丁
目
西

木

屋

伊

兵

衛

江
戸
日
本
橋
通
一
丁
目

須
原
屋
茂
兵
衛

同

二

丁

目

山
城
屋
佐
兵
衛

同
芝
神
明
前

岡

田

屋

嘉

七

京
都
三
条
通
升
屋
町

出
雲
寺
文
次
郎

版フじ後行

万延元年版・刊記（部分）
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書1-r 

御
幸
町
御
池
下
ル

菱

屋

孫

兵

衛

大
阪
心
斉
橋
通
北
久
宝
寺
町

河

内

屋

源

七

安

土

町
河

内

屋

和

助

南
久
宝
寺
町伊

丹
屋
善
兵
衛

北
久
宝
寺
町敦

賀

屋

彦

七

心
斉
橋
通
南
一
丁
目

敦
賀
屋
九
兵
衛

同同同同同

備
考

版
木
を
洗
っ
た
よ
う
な
感
じ
の
所
も
あ
り
、
刷
り
悪
く
、
辞
書
と
し
て
の
用
を
な
さ
ぬ
個
所
が
目
に
つ
く
。
本
に
よ
っ
て
は
版
木
の
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割
れ
等
も
見
受
け
ら
れ
る
。

天
保
三
年
、

つ

ぽ

ぐ

ち

セ

ウ

七
年
版
で
「
哨
〈
哨
〉
」
、

本
文
は
A
本
や

H
3
本
に
近
い
が
、
少
異
も
あ
る
o

U

一
五
七
オ
・

4
の
「
っ
船
戸
〈
航
〉
」
は
、

っ

ち

す

り

カ

ウ

他
の
諸
本
は
「
腰
〈
腰
〉
魚
ノ
腹
」
と
あ
る
所
で
、
本
書
独
自
の
異
文
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
「
蹄
数
引
節
用
集
」
の
こ

と
で
、
同
書
は
天
保
十
五

右
の
広
告
に
あ
る
七
点
の
節
用
集
の
う
ち
、
「
敷
引
節
用
集
」
の
真
字
附
、
懐
中
本
一
冊
と
は
、

（H
H
弘
化
一
万
〈
一
八
四
四
〉
）
年
七
月
の
新
刻
。
嘉
永
三
（
一
八
五

O
）
年
版
や
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年

版
が
あ
る
。
嘉
永
版
本
に
よ
れ
ば
、

版
元
は
大
坂
の
豊
田
卯
左
エ
門
・
木
屋
伊
兵
衛
・
象
牙
屋
治
郎
兵
衛
の
三
名
で
、

こ
れ
は
本
書

の
版
元
と
同
じ
で
あ
る
。
「
殺
行
書
行
（
「
数
引
」
で
は
「
護
行
書
房
」
）
」
も
「
数
引
」
は
十
二
名
で
、
本
書
の
十
名
に
比
べ
大
阪
の

ま
た
、
京
都
の
菱
屋
孫
兵
衛
と
大
阪
の
柏
原
屋
輿
左
エ
門
が
入
れ
替
っ
た
だ

河
内
屋
茂
兵
衛
・
秋
田
屋
太
右
エ
門
の
二
名
が
多
く
、



け
。
広
告
も
五
点
で
、
本
書
「
大
全
早
引
節
用
集
」
の
高
延
版
に
あ
る
「
数
引
節
用
集
」
、
「
同
真
字
附
」
の
二
点
が
無
く
、
「
早
引
大

節
用
集
」

の
代
わ
り
に
「
大
全
早
引
節
用
集
真
字
附
」
が
入
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
耕
一
敷
引
節
用
集
」
と
本
書
広
告

中
の
そ
れ
と
が
一
致
す
る
可
能
性
は
濃
い
と
言
え
よ
う
。

ま
た
「
い
ろ
は
節
用
集
大
成
」
に
つ
い
て
は

H
1
本
の
刊
記
の
と
こ
ろ
で
も
ふ
れ
た
が
、

文
化
十
三
年
、

天
保
十
三
年
版
の
他
に
、

安
政
五

（
一
八
五
八
）
年
版
が
あ
り
、

版
元
は
本
書
と
全
く
同
じ
。
「
設
行
書
行
（
「
い
ろ
は
」
で
は
「
夜
行
書
房
」
）
」
も
同
じ
十
名

で
、
安
政
五
年
版
の
大
阪
の
柏
原
屋
輿
右
エ
門
に
代
っ
て
、
本
書
に
は
京
都
の
菱
屋
孫
兵
衛
が
入
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、

下

、ー

の
広
告
に
言
う
「
い
ろ
は
節
用
集
大
成
」
は
、
安
政
五
年
版
の
そ
れ
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ

の
糟
入
り
大
本
で
あ
る
と
い
う
「
早
引
大
節
用
集
」
で
あ
る
が
、

そ
の
条
件
に
合
う
も
の
は
明
和
八

（
一
七
七
ご
年
の
「
間
早
引

467-

大
節
用
集
」
し
か
な
い
。
し
か
し
版
元
は

I
本
と
異
な
っ
て
お
り
、
後
印
本
も
目
賭
し
て
は
い
な
い
の
で
特
定
で
き
な
い
。

な
お
、
国
会
図
書
館
亀
田
文
庫
に
は
、
本
書
の
改
装
本
が
あ
る

薄
葉
刷
り
）
。
扉
・
凡
例
と
も
文
政
十
年
版
の
も
の
を
流
用
し
、
本

文
も
、
匡
郭
の
切
れ
等
、

文
政
十
年
版
に
一
致
す
る
。
刊
記
は
三
三
九
ウ
の
も
の
し
か
無
く
、
後
見
返
し
は
後
補
白
紙
。
落
丁
の
た

め
付
録
の
「
年
代
田
各
記
」
も
三
三
六
ウ
建
暦
ま
で
し
か
無
い
。
本
書
は
お
そ
ら
く
、
刊
記
だ
け
高
延
版
の
も
の
を
付
し
た
も
の
で
、

本
体
は
文
政
十
年
版
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（

J
）
 

明
治
五
年
版

扉
題

（B
）
文
化
八
年
版
の
個
所
で
既
に
ふ
れ
た
が
、
様
式
は
諸
本
と
同
じ
で
、
目
賭
し
た
一
本
は
「
大
全
早
／
引
節
用
／
集
」
と
い
う
題

の
末
に
「
文
化
辛
／
未
監
定
」
と
あ
る
。
扉
と
そ
れ
に
続
く
凡
例
の
刷
り
は
良
く
、
本
文
と
同
程
度
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
こ
は



文
化
八
年
版
の
そ
れ
を
流
用
し
た
の
で
は
な
く
、
周
年
版
用
の
も
の
に
基
き
履
刻
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
凡
例

C
本
に
同
じ
。

丁
数

前
見
返
し
（
イ
ロ
ハ
丁
付
合
文
）
十
（
凡
例
）
二
十
（
本
文
）
二
二
二
一
＋
（
付
録
）

七
十
（
広
告
・
奥
付
）

一
・
五
了
。

I
本
と
同
じ
様
に

三
三
五
ウ
以
下
の
「
年
代
田
各
記
」
が
三
三
八
ウ
ま
で
続
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
新
た
に
「
三
百
三
十
九
」
の
丁
付
の
あ
る
丁
を
作
っ

て
、
オ
モ
テ
に
辞
書
七
点
の
広
告
を
入
れ
、

ウ
ラ
か
ら
刊
記
を
刻
し
て
い
る
。

刊
記

万
延
版
と
同
形
式
で
、

は
じ
め
に
「
天
明
八
戊
申
歳
春
原
則
」

j
「
寓
延
一
瓦
庚
申
歳
十
二
刺
」
ま
で
の
版
刻
の
記
事
を
載
せ
、

次
に

明
治
五
壬
申
歳
十
三
則

と
記
し

界
線
を
置
い
て
左
に

元版

大
阪
堺
筋
博
労
町和

田
治
郎
兵
衛

同

堺
筋
大
宝
寺
町

幽
豆
田
宇
左
ヱ
門

468-

の
二
名
を
掲
げ
る
。
す
な
わ
ち
、

I
本
か
ら
木
屋
伊
兵
衛
が
抜
け
た
か
た
ち
で
あ
る
。
続
い
て
後
見
返
し
に

東
京
日
本
橋
通
一
丁
目

北
畠
茂
兵
衛

同

二

丁

目

稲

田

佐

兵

衛

同

芝

神

明

前
佐
久
間
嘉
七

京
都
三
条
通
升
屋
町

出
雲
寺
文
次
郎

設



備
考 明治5年版・刊記（部分）

行書行

御
幸
町
御
池
下
ル

藤
井
孫
兵
衛

大
阪
心
斉
橋
通
北
久
宝
寺
町

前

川

源

七

同

安

土

町

石

田

和

助

同
南
久
宝
寺
町

前

川

善

兵

衛

同
安
堂
寺
町梅

村

彦

七

同
心
斉
橋
通
南
一
丁
目

松
村
九
兵
衛

同

-469-

と
十
名
の
書
揮
を
並
べ
る
。
う
ち
北
畠
は
須
原
屋
の
こ
と
で
あ
り
、
稲
田
は
山
城
屋
、

佐
久
間
は
岡
田
屋
、
藤
井
は
菱
屋
、
前
川
源
七
と
石
田
は
河
内
屋
、
前
川
善
兵
衛
は

伊
丹
屋
、
梅
村
と
松
村
は
敦
賀
屋
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
結
局
こ
の
十
名
は
皆
（
I
）

な
っ
て
い
る
。
）

万
延
版
と
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
な
お
梅
村
彦
七
の
住
所
の
み
万
延
版
と
異

本
文
は

C
、
D
、
G
本
等
に
近
い
面
を
持
つ
が
、
独
自
異
文
も
あ
る
。（
は
じ
め
が
諸

本
、
後
が
本
書
）



酌
一
七
九
オ
・

2

む

け

ん

ミ

ル

無
見
〈
見
〉

む

な

ぐ

ら

ケ

ウ

キ

ン

｜
｜
胸
襟
〈
胸
襟
〉

同・

3

eう

君； ~司 f
子；玉L

君？烏1
子コ羽三
＼三玉亘

本
ウ

ギ

ク

夜

む

叢ぷ

叢3

｜
｜
公
人

〈人〉

物
一
に
あ
ら
ず
あ
つ
ま
る
也
、
又
草
木
の
し
交
る
也

引
二
九
七
オ
・

3

等
が
そ
れ
で
あ
る
。

む

l
四
の
個
所
で
あ
る
か
ら
本
書
の
方
が
正
し
い
。
次
も
「
む
」
の
四
で
あ
る
か
ら
「
う
ば

む
ら
が
る

た
ま
」
と
あ
る
の
は
お
か
し
い
。
「
む
ば
た
ま
」
と
表
記
し
な
い
ま
ま
諸
本
皆
そ
の
誤
り
を
踏
襲
し
て
い
た
の
を
、
本
書
で
初
め
て
「
叢
」

く

ん

し

く

に

ん

く

ん

し

正
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
君
子
」
｜
｜
｜
「
公
人
」
も
、
「
君
子
」
は
一
九
五
ウ
七
行
目
に
既
出
の
項
目

は
じ
め
の
例
は
、

と
い
う
項
目
と
入
れ
替
え
、

で
あ
る
か
ら
、
重
出
と
い
う
こ
と
で
本
書
の
方
で
訂
正
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
本
書
の
本
文
の
方
が
す
べ
て
訂
正
・

す

な

を

同

（

す

な

を

）

修
正
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
一
一
一
三
二
六
ウ
一
行
自
の
「
質
朴
」
と
三
二
七
ウ
一
行
目
の
「
質
朴
」

ち

ゃ

う

て

い

ニ

ハ

と
の
重
出
は
そ
の
ま
ま
見
過
し
て
い
る
し
、
諸
本
間
で
異
同
の
目
立
つ
七
五
オ
・

7
の
「
一
階
庭
」
も
、
左
に
〈
廷
〉
と
出
し
、
二
四

こ
〉
ろ
ぽ
そ
し

O
ウ・

2

「
伺
」
の
左
脇
も
、
補
刻
風
に
直
し
た
個
所
で
、
〈
慨
〉
と
、
何
故
か
「
シ
」
の
字
が
ひ
っ
く
り
返
っ
た
状
態
に
は
め
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込
ま
れ
て
い
る
、

と
い
っ
た
具
合
で
、

必
ず
し
も
本
書
の
本
文
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
気
の

つ
い
た
個
所
だ
け
を
訂
正
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
版
下
の
せ
い
か
、
見
出
し
字
の
字
体
が
太
い
丁
と
そ
う
で
な
い
丁
と

が
ま
じ
っ
て
い
る
も
の
も
特
色
で
あ
る
。

広
告
は
「
敷
引
節
用
集
配
・
お
」

1
「
献
一
時
一
大
全
早
引
節
用
集
」
ま
で
の
七
点
で
あ
り
、
末
に

右
何
も
薄
葉
摺
、
美
濃
摺
等
出
来
有
之
、
御
手
寄
書
林
ニ
而
御
求
可
被
下
昨

と
記
す
。
掲
出
順
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
万
延
版
に
あ
っ
た
「
早
引
大
節
用
集
性
一
本
」
の
代
わ
り
に
「
懐
賓
早
引
節
用
集
一
上
品
以
一
冊
」

が
入
っ
て
い
る
だ
け
で
、
他
は
同
じ
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
「
数
引
節
用
集
」
は
、

明
治
三
（
一
八
七

O
）
年
に
、
豊
田
屋
卯
左
ヱ
門
、



木
屋
伊
兵
衛
、
象
牙
屋
治
良
兵
衛
の
三
名
を
版
元
と
し
て
再
刻
本
が
出
て
お
り
、
「
詰
…
…
附
大
全
早
引
節
用
集
」
も
、

一
克
治
元
（
一
八
六

四
）
年
に
同
じ
版
元
か
ら
再
版
本
が
出
て
い
る
の
で
、

そ
の
あ
た
り
を
き
し
て
宣
伝
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（

K
）
 

明
治
十
三
年
版

表
紙

黒
色
地
紙
に
渋
塗
り
。
雷
紋
・
唐
草
空
押
し
。

堅
二
一
・
一
、
横
一
八
・
二
糎
。

山
下
一

表
紙
左
肩
、
飾
り
枠
付
短
冊
形
黄
紙
。
様
式
は
A
以
下
の
諸
本
に
似
る
。
「
重
政
一
大
全
早
引
節
用
集
真
字
附
」
。

編
輯
一

大
全
早
／
引
節
用
／
集
時
間
観
」
。

I
本
に
基
き
新
刻
か
。

題
策

扉丁
数

明
治
五
年
版
に
同
じ
。
「
年
代
零
記
」
が
三
三
八
ウ
二
行
目
ま
で
来
て
お
り
、
次
に
「
版
権
免
許
早
引
類
護
免
目
録
」
と
題
し
次
丁
オ
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モ
テ
に
か
け
て

謹
一
掌
中
節
用
、
院
敷
引
節
用
集
、
同
銅
版
、
町
一
一
輔
教
引
節
用
集
、
一
一
刷
新
増
早
引
節
用
集
、
増
字
早
引
節
用
集
、
耕
輔
大
全
早
引

節
用
集
、
同
立
本
銅
版
、
い
ろ
は
節
用
集
大
成
、
早
引
高
賓
節
用
集
、
新
増
補
寓
代
早
引
節
用
集
、
献
鵡
一
大
全
早
引
節
用
集
、

概
観
大
増
補
早
引
節
用
集

の
計
十
三
点
の
広
告
を
出
し
、
末
に

右
何
れ
も
業
責
仕
時
間
、
最
寄
書
庫
一
一
而
御
求
可
被
下
候

と
留
め
る
。
そ
し
て
次
の
三
三
九
ウ
か
ら
刊
記
が
始
ま
る
。
広
告
の
う
ち
、
「
牒
輔
教
引
節
用
集
」
は
明
治
十
一
年
七
月
の
三
刻
で
、
出

版
人
は
豊
田
宇
左
エ
門
と
和
田
治
郎
兵
衛
。
「
韓
大
増
補
早
引
節
用
集
」
は
明
治
十
二
年
一
月
の
版
権
免
許
、

同
十
四
年
三
月
の
刊
。



出
版
人
は
豊
田
。
増
補
人
は
と
も
に
小
西
長
一
郎
。

刊
記

は
じ
め
に
「
天
明
八
年
原
刻
／
寛
政
八
年
二
刻
／
文
化
二
年
三
刻
」

j
「
明
治
五
年
十
三
刻
」
ま
で
を
小
さ
く
列
記
し
、
続
い
て

同
八
年
十
一
月
十
七
日
版
権
免
許

同
十
二
年
十
月
十
三
日
再
版
御
届

同
十
三
年
十
二
月
十
四
刻
出
版

堺
牒
平
民
故
人

編

輯

者

山

下

重

政

大
阪
府
平
民

出

版

人

豊

田

宇

左

衛

門
南
匡
長
堀
橋
筋
／
上
萱
丁
目
六
番
地

と
記
す
。
国
会
図
書
館
蔵
本
は
「
十
四
刻
出
版
」
の
下
に
、
「
定
債
金
五
十
五
銭
」
の
朱
印
を
捺
す
。
続
い
て
後
見
返
し
貼
付
の
奥
付
に

-472-

東
京
日
本
橋
通
一
丁
目
／
同
二
丁
目
同
芝
神
月
可
京
都
三
条
通
升
屋
町
同
御
幸
町
御
池
下
ル

北
畠
茂
兵
街
／
稲
田
佐
兵
衛
／
佐
久
出
町
駅
七
／
出
雲
寺
文
次
郎
／
藤
井
孫
兵
衛

大
阪
心
粛
橋
筋
北
久
太
郎
町
同
北
久
宝
寺
町
同
南
久
宝
寺
町
同
心
粛
橋
筋
南
一
丁
目
同
大
宝
寺
町

辻

本

信

太

郎

／

前

川

源

七

／

前

川

善

兵

衛

／

松

村

九

兵

衛

／

大

野

木

市

兵

衛

の
三
都
十
名
の
「
設
行
書
捧
」
を
記
す
。
う
ち
辻
本
と
大
野
木
を
の
ぞ
く
八
名
は
明
治
五
年
版
と
同
じ
で
あ
る
。

備
考

本
文
は
万
延
版
に
基
く
新
刻
か
。



一
、
「
大
全
早
字
引
節
用
集
」

き
て
、

以
上
「
大
全
早
引
節
用
集
」
の
諸
本
に
つ
い
て
纏
述
し
て
来
た
が
、
早
引
節
用
集
の
中
に
は
、
本
書
を
改
題
・
改
編
し
て
成
っ
た

よ
う
な
も
の
が
幾
つ
か
あ
る
。
そ
の
代
表
格
が
「
大
全
早
字
引
節
用
集
」
で
あ
る
。
「
大
全
早
字
引
節
用
集
」
を
名
乗
る
も
の
は
何
点
か
あ
る

が
、
そ
の
う
ち
、
今
回
取
り
上
げ
た
「
大
全
早
引
節
用
集
」
と
直
接
か
か
わ
っ
て
来
る
の
は
、

次
に
あ
げ
る
諸
本
で
あ
る
。

イ
、
五
書
捧
・
亀
屋
半
兵
衛
版

口
、
同
後
印
本

ハ
、
文
久
三
年
版

ニ
、
播
磨
屋
利
助
版

ホ
、
安
政
六
年
版

へ
、
明
治
三
年
版

以
下
そ
の
書
型
と
内
容
に
つ
い
て
順
次
紹
介
し
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
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（
イ
）
五
書
嬉
・
亀
屋
半
兵
衛
版

横
本

二
ツ
切

一
冊
。
薄
葉
刷
も
あ
り
。

表
紙

紺
色
布
貼
表
紙
。

竪
二
ニ
・

O
五
、
横
一
九
・
二
糎
。

前
見
返
し

所
謂
イ
ロ
ハ
分
け
丁
付
合
文
。
様
式
は
「
大
全
早
引
節
用
集
」
の
諸
本
に
同
じ
。

様
式
は
「
大
全
早
引
節
用
集
」
と
同
じ
。
「
大
全
早
／
字
引
節
／
用
集
結
殻
」
。
天
保
美
卯
は
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
で
あ
る
。

一
ウ
は
「
大
全
早
引
節
用
集
」
の
そ
れ
を
簡
略
化
し
た
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

扉
題

凡
例

凡
例



ヂ
ピ
キ
イ
ロ

／
L
、
ア
リ

ア
ル
マ
（
ま
ま）

ケ
ン
コ
ン

サ
ウ
モ
ク
マ

タ

モ

ン
プ
コ
（
ヨ
か
）
セ
タ
ツ
ネ
ヒ
タ
（
ま
ま
）

ハ

ナ
ハ
タ
チ

今
世
ニ
字
引
種
々
有
ト
イ
へ
ト
モ
、
或
ハ
乾
坤
・
草
木
亦
ハ
門
部
ニ
就
索
開

1
、
甚
遅
ナ
リ
、
今
亦
此
大
全
ハ
、

ヲ
ン
ク
ン

タ
シ
カ

ヱ

ラ
ン

（ま
ま

）

カ

ナ

ヒ

キ

イ
ダ

ソ
ノ
ヘ
ン

音
訓
ノ
憶
ナ
ル
ヲ
撰
テ
、
仮
名
カ
ズ
ヲ
モ
ツ
テ
引
出
ス
、
其
便
ナ
ル

1
此
書

ス
グ

ヨ
リ
正
レ
タ
ル
ハ
ナ
シ

ニ
、
播
磨
屋
版・

扉

と
あ
る
。
右
に
見
る
よ
う
に
振
り
仮
名
に
誤
刻
が
多
い
。
二
オ
j
ウ
に
か
け
て
の

も
ん
じ

ひ
き

ゃ
う

「
文
字
引
様
」
は
「
大
全
早
引
節
用
集
」
と
同
例
、
同
文
で
あ
る
。
但
し
清
濁
表
記
に

異
な
り
が
あ
る
。
ま
た
「
附
録
」
と
し
て
九
種
の
目
録
が
載

っ
て
い
る
が
、
実
際
に

は
七
種
し
か
無
い
、
す
な
わ
ち
「
借
用
金
詮
文
書
様
」

i
「
奉
公
人
一
札
之
書
ゃ
う
」

ま
で
が
あ
っ
て
、
「
関
所
券
書
ゃ
う
」
「
店
責
状
之
書
ゃ
う
」
の
二
つ
が
無
い
。
内
容
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も
「
大
全
早
引
節
用
集
」
と
異
な
っ
て
諸
証
文
の
雛
形
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
刊
記

の
と
こ
ろ
に
、
「
大
全
早
引
節
用
集
」
で
は
付
録
扱
い
に
な

っ
て
い
た
十
干
十
二
支
が

入
っ
て
い
る
。

内
題

大
全
早
字
引
節
用
集
」
。

版
J し、

白
口
。
凡
例
部
分
は
下
方
に
序
一
、
序
二
と
あ
る
の
み
、
本
文
部
分
は
上
方
左
側
に

小
さ
く
イ
ロ
ハ
分
け
、
界
線
を
置
い
て
下
方
に
丁
付
。
但
し
一

l
十
丁
目
ま
で
は
イ

ロ
ハ
分
け
無
し
。
付
録
の
個
所
は
下
方
に
二
重
線
を
置
い
て
丁
付
が
あ
る
。

丁
付

（付
録
）

（
凡
例
）
序
一
、
序
二

（本
文

一
j
三
百
三
十
一

一i
五
。

丁



数後
見
返
し
飾
り
枠
内

右
方

上
下

段

分
け
て

十と付
干土録

ヱし五
ょう丁

主L五
がイ可
あ
り

重
グ〉

界
線
を
置

て
左

前
見
返
し
十
（
凡
例
）
二
＋
（
本
文
）
一
二
三
一
＋

刊
記

備
考

本
三主

グ〉

本
文
は

大
全
早
ヲ｜

自緯書弘責園諸
集

行
数

有
界
七
行
。

の
そ
れ
を
略
そ
の
ま
ま
取
っ
て
い
る
。
但
し
図
版
に
見
る
よ
う
に
「
大
全
早
引
節
用
集
」
に
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加
州
金
津

近
岡
屋
太
兵
衛

彦
根
白
壁
町

土
口

W
屋
太
兵
衛

越
前
福
井

帯

屋

喜

兵

衛

鯖
江

油

屋

嘉

兵

衛

見亀
屋
半
兵
衛
板

同伏

は
「
増
字
」
部
分
が
あ
る
が
、
本
書
で
は
十
五
ウ
五
行
自
の
「
い
ノ
五
」
ま
で
増
字
の
表
示
が
無
い
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
本
書
を

て
い
る
。

新
し
い
著
作
に
見
せ
か
け
る
た
め
の
細
工
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
か
七
オ
四
行
目
ま
で
の
字
詰
、
行
移
り
に
異
同
が
目
立
つ

本
文
系
統
は

五
オ
・

7

厩f
d ・7 申い
B せ ' tこ品、さ

ーん節f

琉~ i；二H

！~ ~ Y江
胤〈層.~ Q 

庭ごゾ

/'.. 7 
庭二
'v". ~可F

謄入
七ち

七
か七

妻iオ

. ;_ 7 

）張Z

本j豊i
人f臣5

七
七

上よウ

弦I~ 1 

2ち 地 米

1;;；百L~
二~~離日
王午〈
き I也チ
品 百しラ
妹 離 リ

日肖？ 貞？
・ち享t五ち

暦2七

酌
二
二
オ
・

7

川
八
一
オ
・

5
i
6

駅
六
二
オ
・

7

ヨ
七
O
ウ・

2

対
一
二
四
オ
・

2

同日山・

3

酌
一
五
七
オ
・

4



町
二
四
三
オ
・

5
1
6

副t!
戯；

同
二
四
四
ウ
・

3
来
て
い
ら
（
マ
マ
）
う

庭
中
．

一山二六

O
ウ
・

3
米
さ
い
か
ん

才
翰
〈
翰
〉

等
の
項
目
の
特
徴
か
ら
、

天
保
三
、

七
年
版
系
、

そ
の
中
で
も
殊
に
＊
印
を
付
し
た
項
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
「
大
全
早
引
節
用
集
」
の

天
保
七
年
版
に
基
い
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
す
な
わ
ち
、
扉
に
よ
れ
ば
天
保
十
四
年
版
に
拠
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
思
え
る
の
で

あ
る
が
、
実
際
に
は
天
保
七
年
版
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
口
）
同
後
印
本

扉
・
凡
例
・
内
題
等

イ
本
に
同
じ
。

刊
記

イ
本
と
同
じ
だ
が
、
書
障
の
二
番
目
「
土
日

W
屋
」
と
あ
っ
た
「
防
」
の
字
が
「
阪
」
に
、
「
衛
」
の
字
が
「
衛
」
に
な
っ
て
い
る
。
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備
考

刷
り
劣
る
。
イ
本
に
あ
っ
た
付
録
部
分
が
無
い
。

（
ハ
）
文
久
三
年
版

表
紙

濃
煤
色
地
紙
に
雷
紋
・
唐
草
模
様
空
押
し
。

竪
一
二
・
五
、
横
一
八
糎
。

題
資

表
紙
左
肩
、
短
冊
形
白
紙
。
「
大
全
早
引
節
用
集
」
の
諸
本
に
見
ら
れ
る
も
の
と
同
様
式
。
「
大
全
早
字
引
節
用
集
異
字
附
」
。
竪
一

0
・

一
、
横
三
・
二
糎
。

扉

イ

ロ
本
と
同
一
版
木
を
使
用
か
。

ロ
本
と
同
じ
く
「
大
全
早
／
字
引
節
／
用
集
」
と
三
行
に
分
け
て
大
き
く
題
名
を
記
し
、
末
に
「
駅
間
校
」
と
出
す
。

イ

ロ
本
と
誤
刻
部
分
を
含
め
て
同
じ
。

こ
の
部
分
或
は
イ

前
見
返
し
・
凡
例



内
題

大
全
早
字
引
節
用
集
」
。
大
全
早
字
引
の
諸
本
に
比
べ
、
字
が
小
ぶ
り
で
、
行
分
け
の
界
線
と
の
聞
が
空
い
て
い
る
。

版
dし、

ロ
本
と
似
る
が
イ
ロ
ハ
分
け
表
示
が
版
心
左

一
et
－
－
’
十
ま
で
は
丁
付
の

ウ
）
側
上
部
に
本
文
第
一
丁
か
ら
記
さ
れ
て
お
り

イ上
の
界
線
が
重
線
。

丁
付

イ

ロ
本
に
同
じ
。

刊
記

ロ
本
と
同
様
式
。
後
見
返
し
宝
珠
等
の
飾
り
枠
内
に
、
右
方
に
「
十
干
」
「
十
二
支
」
を
上
下
二
段
に
記
し
、

二
重
の
界
線
を
置

イい
て
左
に

天
保
十
四
焚
卯
歳
新
刺

文
久
三
焚
亥
歳
再
刻

書

伏
見
大
阪
町

守－寸IA『

時

亀
屋
宇
兵
衛

と
出
す

備
考

ロ
本
と
同
じ
く
、
十
五
ウ
五
行
目
b
の
神
ま
で
「
増
字
」
の
表
示
が
無
い
。
但
し
イ
、

I也ちロ
百しら本
離りと
」 は

等異
は 版

てい
天
保第
七一
年丁

刷
り
劣
る
。
イ
、

ー
十
丁
ま
で
の
字
詰
が
十
ヶ
所
ほ
ど
異
な
る
ほ
か
、
字
句
に
小
異
が
あ
る
。
例
え
ば
ヨ
七

O
ウ・

2

版
「
大
全
早
引
節
用
集
」
に
基
く
イ

ロ
本
と
同
じ
だ
が
、
町
二
六

O
ウ・

3
の
「
き
い
か
ん
」
は
「
才
幹
」
と
あ
っ
て
、
「
才
翰
」

酌
一
五
七
オ
・

4
「
っ
附
〕
の
項
も
「
航
い
る
〈
航
〉
」
と
あ
っ
て
、

と
あ
る
イ

ロ
本
と
は
異
な
り
、
大
全
早
引
の
諸
本
と
同
じ
だ
し
、

大
全
早
引
の

（

I
）
万
延
元
年
版
に
一
致
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
付
録
は
イ
に
同
じ
。

（
ニ
）
播
磨
屋
利
助
版



題
策

イ
i
ハ
本
と
同
様
式
。

ア
ル
ヒ

ヨ

セ

ヒ

ク

ヱ
ラ
ン

イ
1
ハ
と
同
じ
だ
が
振
り
仮
名
等
に
少
異
あ
り
。
或
ハ
、
就
、
閥
、
撰
テ
の

カ

ナ

四
個
所
は
正
し
く
直
っ
て
い
る
が
、
「
仮
名
カ
ズ
ヲ
モ
ツ
テ
」
と
あ
る
べ
き

ト

カ

ナ

と
こ
ろ
を
「
仮
名
カ
ズ
ヲ
モ
ツ
テ
」
と
間
違
え
て
し
ま

っ
て
い
る
。
付
録
は

ハ
本
と
同
様
式
。

扉

凡
例

イ
と
同
じ
で
、
目
録
で
は
九
種
、
実
際
は
七
種
。

版
'L、

「
大
全
早
引
節
用
集
」
と
同
様
式
。

丁
付

イ
で
は
一

i
五
と
あ

っ
た
付

録
部
分
の
そ
れ
が
、
本
書
で
は
三
百
三
十
二
j
三
百
三
十
六
と
、
「
大
全
早

刊
記

引
節
用
集
」
の
形
式
に
戻
っ
て
い
る
。

丁
数
イ
本
に
同
じ
。

イ
と
同
様
式
。
す
な
わ
ち
右
方
に
「
十
干
」
「
十
二
支
」
が
あ
り
、
二
重
罫
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を
置
い
て
左
に

書

伏
見

大
文
字
屋
新
四
郎

同

亀

本

屋

半

兵

衛

捧

大
阪
平
野
町

石

川

屋

和

助

同
安
堂
寺
町
心
斉
橋
東
へ
入

播

磨

屋

利

助



と
四
名
の
書
捧
を
出
す
。

備
考

薄
葉
刷
り
本
も
あ
る
。
イ
j

ハ
本
と
ち
が
い

い
・
ー
か
ら
「
増
字
」
部
分
を
立
て
る
「
大
全
早
引
節
用
集
」
の
形
式
を
採
っ
て
い

る
。
而
し
て
そ
の
拠
り
所
と
し
た
底
本
は
、
イ
本
と
異
な
り
天
保
七
年
版
系
統
で
は
な
く
、
扉
に
あ
る
よ
う
に
、

天
保
十
四
年
版
で

あ
る
ら
し
い
。
但
し
本
書
独
自
の
誤
刻
等
が
あ
る
。

（
ホ
）
安
政
六
年
版

表
紙

黒
色
地
紙
に
雷
紋
・
唐
草
模
様
空
押
し
。
竪
二
一
・
二
、
横
一
八
・
六
糎
。

い
ろ
は
引

表
紙
左
肩
、
子
持
ち
枠
付
短
冊
形
白
紙
。
「
明
輔
一
大
全
早
字
引
節
用
集
全
」
。
竪
一

0
・
一
八
、
横
三
・
六
八
糎
。

j

1

異

字

附

イ
ロ
ハ
分
け
丁
付
合
文
。
「
大
全
早
引
節
用
集
」
や
イ
l
ハ
本
と
同
様
式
。
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題
ヨ苫己
貝只

前
見
返
し

扉

ナ
シ
。

序
題

早
字
引
節
用
集
叙
」
（
己
未
〔

1
安
政
六
年
〕
季
夏

積
翠
陳
人
誌
〈
印
〉
）
。
こ
れ
は
本
書
に
新
た
に
付
さ
れ
た
も
の
。
以
下
本
文
の

も
ん
じ
ひ
き
ゃ
う

一一ウ

1
三
ウ
が
凡
例
と
「
文
字
引
様
」
、
四
オ
・
ウ

前
ま
で
新
刻
の
丁
が
四
丁
分
続
く
。
す
な
わ
ち
一
ウ
・
二
オ
が
士
農
工
商
の
図
、

お
く
か
き
そ
う
も
く
ろ
く

が
「
奥
書
縄
目
録
」
で
あ
る
。

凡
例

奥？「
書2大
線1全
目T早
録？ヲl
」コ節

「用
諸〉集
三宅事L Lー
ロ~や

文；ゃ
手主イ
形~； I 
案fハ
文fの

と
あ
り
。

「
大
全
早
字
引
節
用
集
」
と
異
な
っ
て
、
新
た
に
作
成
し
た
も
の
。

ぜ

に

さ

う

ぱ

は

や

ミ

い

じ

ゃ

う

も

く

ろ

く

を

ハ

リ

1
「
銭
相
場
早
見
」
ま
で
の
五
八
種
の
付
録
の
目
録
。
末
に
「
以
上
目
録
終
」

目
録

内
題

耕
一
畑
一
大
全
早
字
引
節
用
集
」
o

白
口
。
本
文
部
分
は
「
大
全
早
引
節
用
集
」

σ3 

H
3
）
嘉
永
新
刻
本
に
同
じ
。

版
Jし、

丁
付

前
付
）
口
ノ
一

i
口
ノ
四
、

（
付
録

（
本
文
）
登
、
二

1
三
百
三
十
一
、

一e

・
g

・－．，八十一。

丁
数

前
見
返
し
＋
（
前
付
）
四
十
（
本



匡
郭

八
一
十
奥
付
。

ん
か
ふ
り
か
ま
へ
じ
づ
く
し
な
ん
に
よ
な
が
し
ら
あ
ひ
し
ゃ
う
も
ん
じ

前
見
返
し
ゃ
付
録
の
う
ち
の
「
偏
冠
構
字
墨
」
「
男
女
名
頭
相
性
文
字
」
「
年
代
零
記
」

そ
れ
に
奥
付
は

文
）
二
一
三
一
＋

（
付
録

枠
。
序
、
凡
例
、
目
録
は
、
紅
葉
に
流
水
模
様
の
飾
り
枠
。
他
は
四
周
単
辺
。

有
界
七
行
、
他
は
不
向
。

七
宝
・
宝
珠
等
の
飾
り

本
文
行
数

叶
H
リ
寸
戸
」

工
l
－
弓
凶

後
見
返
し
飾
り
枠
内
に

安嘉天
政永保
六七十
年年四
己甲年
未寅発
初日免卯
夏妹晩
再求夏
刻板新

刻

伏
見

大
文
字
屋
新
四
郎

書

同

亀
本
屋

大
坂

石
川
屋

半
兵
衛

nu 
エ
↑

助

長幸

同

播

磨

犀

利

助

江
戸
本
石
町
十
軒
店
角

椀

屋

伊

兵

衛

板

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
二
本
の
二
都
四
書
障
に
江
戸
の
椀
屋
伊
兵
衛
が
入
っ
て
板
元
と
な
っ
て
い
る
。

備
考

本
書
は
、
本
文
の
特
色
や
版
心
、
刊
記
の
刊
年
部
分
の
記
載
か
ら
判
る
よ
う
に
、
「
大
全
早
引
節
用
集
」
の
嘉
永
七
年
版
、

480-

3
新
刻
本
の
、
安
政
六
二
八
五
九
）
年
求
板
・
改
編
本
で
あ
る
。

H
3
本
の
版
木
を
そ
の
ま
ま
流
用
し
、
序
や
士
農
工
商
の
図
を

そ
れ
も
H



付
し
、

凡
例
を
新
た
に
書
き
直
し
、
九
種
類
で
あ
っ
た
付
録
を
五
十
八
種
類
と
大
き
く
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。

ゃ
、
長
く
な
る
が

序
と
凡
例
を
次
に
掲
出
し
て
お
く
。

早
字
引
節
用
集
叙

ソ

レ

モ

ン

ジ

ヨ

ウ

セ

ン

リ

ト

ホ

イ

ツ

シ

ヨ

メ

ン

ゼ

ン

ノ

プ

セ

ン

ザ

イ

フ

ル

モ

ノ

シ

ル

モ

ツ

ジ

ジ

ツ

夫
文
字
ノ
用
タ
ル
ヤ
。
千
里
ノ
遠
キ
モ
一
書
ニ
シ
テ
。
面
前
ニ
演
ル
ガ
ゴ
ト
ク
。
千
載
ノ
焦
キ
モ
物
ニ
録
、
ン
テ
。
以
テ
事
賓

モ

ク

ゼ

ン

、

ン

ケ

イ

ヤ

ク

ケ

ン

ジ

ヤ

ウ

モ

ン

ジ

モ

ツ

シ

ン

ギ

ア

カ

ト

ク

オ

ホ

イ

ジ

ツ

ジ

ツ

ゲ

ツ

ツ

グ

ヲ
目
前
ニ
知
ラ
シ
メ
。
契
約
ノ
券
状
ハ
。
文
字
ヲ
以
テ
信
義
ヲ
明
ス
。
ソ
ノ
徳
ノ
偉
ナ
ル
コ
ト
。
賓
ニ
日
月
ニ
亜
モ
ノ
ナ
ラ

シ

カ

シ

ヨ

ガ

ク

ト

コ

ト

λ
1＼
シ

ル

ユ

ヱ

ベ

ン

リ

シ

ユ

／

（

＼

ハ

ヤ

ヒ

キ

セ

ツ

ヨ

ウ

ル

ヰ

カ

ン

ギ

ウ

ジ

ウ

ト

ウ

ン
。
然
レ
ド
モ
、
初
学
ノ
徒
ハ
。
悉
ク
識
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
。
故
ニ
便
利
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
。
種
々
ノ
早
引
節
用
ノ
類
、
汗
牛
充
棟

オ

ホ

ト

シ

ブ

リ

キ

ウ

メ

ツ

ア

ル

ヒ

ヅ

ザ

ン

ソ

コ

（

ま

ま

）

ウ

ヰ

カ

ン

ア

タ

イ

7

ヨ

ツ

コ

ノ

タ

ピ

カ

ウ

テ

イ

ク

ハ

ノ
多
カ
ル
モ
。
年
信
テ
朽
滅
シ
。
或
ハ
杜
撰
疎
漏
ナ
ル
ア
リ
テ
。
遺
憾
ナ
キ
コ
ト
能
ハ
ズ
ト
云
。
因
テ
這
回
校
訂
ヲ
加
へ
。

マ

、

マ

タ

フ

ソ

ク

モ

ン

ジ

オ

ギ

ナ

ア

ゾ

サ

エ

リ

ト

ウ

モ

ウ

ベ

ン

ホ

ツ

ザ

ハ

セ

ン

ガ

ク

コ

ロ

ウ

モ

レ

ナ

ホ

ス

7

間
亦
不
足
ノ
文
字
ヲ
補
ヒ
。
梓
ニ
錆
一
ア
、
童
蒙
ニ
。
便
ナ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
ミ
。
然
レ
浅
学
固
随
ニ
シ
テ
。
洩
タ
ル
モ
猶
少

ノ

チ

ハ

ク

シ

キ

サ

イ

ハ

7
f

タ

マ

コ

ト

コ

フ

ナ
カ
ラ
ジ
。
侯
ノ
博
識
、
幸
ヒ
ニ
。
訂
シ
玉
ハ
ン
事
ヲ
請

己
未
季
夏

積
翠
陳
人
誌
（
印
）
」

凡
例

こ

の

し

よ

ぐ

わ

ん

ら

い

が

ぞ

く

こ

ん

お

は

ぞ

く

じ

も

つ

え

う

ゆ

呈

ミ

ん

か

に

ち

ょ

う

ご

ん

ご

さ

ぐ

あ

っ

O
此
書
、
元
来
雅
俗
を
混
ず
と
い
へ
ど
も
、
多
く
俗
事
を
以
て
要
と
す
、
故
に
民
家
日
用
の
言
語
を
探
り
て
緊
む
る
の
、
、
＼
こ
、

お

い

や

、

も

ぞ

く

じ

あ

や

ま

り

に
於
て
、
動
す
れ
パ
、
俗
字
の
謬
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
常
に
用
ひ
来
れ
る
を
パ
、
そ
の
侭
に
挙
た
る
こ
と
あ
り
、
敢
て
大
方
博
覧

く

ん

し

そ

な

の
君
子
に
備
ふ
べ
き
な
ら
ね
パ
也

も
ん
じ
お

λ
く

ん

か

な

づ

か

ひ

お

ほ

た

が

ひ

あ

か

へ

っ

た

ゾ

ぞ

く

か

ん

い

ん

よ

う

わ

づ

ら

ら

う

O
文
字
音
訓
の
仮
字
遣
も
、
多
く
差
た
る
を
そ
の
ま
当
に
挙
ぐ
、
却
て
こ
れ
を
訂
す
と
き
は
ハ
、
俗
間
引
用
に
煩
ハ
し
く
、
労

こ

と

お

そ

ミ

る

ひ

と

き

い

ハ

と

が

さ
ん
事
を
恐
れ
て
な
り
、
看
官
幸
ひ
に
答
む
る
こ
と
な
か
れ

こ

の

し

ょ

た

う

よ

う

も

ん

じ

あ

げ

が

ぶ

λ
う

主

人

じ

は

ぷ

ち

ょ

う

す

う

か

ぎ

た

じ

っ

た

い

せ

い

い

っ

し

ょ

あ

ら

ハ

か

け

O
此
書
、
嘗
用
の
文
字
を
挙
て
、
雅
文
迂
遠
の
字
を
省
き
し
ハ
、
椿
数
限
り
あ
れ
バ
也
、
他
日
大
成
の
一
書
を
著
し
閥
た
る
を

お
ぎ
な

補
ハ
ん

481 



せ

け

ん

た

い

は

う

せ

つ

よ

う

し

ふ

け

ん

こ

λ

も

λ

ぷ

わ

カ

っ

き

ひ

き

も

と

し

か

し

ょ

が

く

ぺ

ん

ゆ

主

こ

の

し

ょ

O
世
間
大
方
の
節
用
集
、
乾
坤
の
門
部
を
頒
ち
、
こ
れ
に
属
て
引
求
む
る
あ
り
、
然
れ
共
、
初
学
に
便
な
ら
ず
、
故
に
、
此
書

ひ

き

も

ち

は

つ

も

人

じ

お

ん

く

ん

か

ず

も

つ

あ

つ

あ

る

ひ

を

く

た

く

い

へ

き

ぶ

つ

い

へ

こ

ん

ひ

き

も

ち

ハ
、
引
用
ひ
ん
と
欲
す
る
文
字
の
音
訓
の
数
を
以
て
褒
め
た
れ
バ
、
或
ハ
屋
宅
の
家
と
器
物
の
室
と
混
じ
た
る
ハ
、
引
用
う

と

そ

の

こ

》

ろ

な

す

ま

た

じ

お

ん

か

し

ら

じ

た

が

り

ゃ

う

や

う

ミ

い

つ

は

う

ミ

も

ん

じ

す

っ

る
人
、
其
心
を
為
べ
き
也
、
又
字
音
の
頭
字
の
差
ひ
も
、
あ
る
ハ
両
様
を
見
べ
し
、
一
方
を
見
て
、
そ
の
文
字
な
し
と
奔
る

こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず

も
ん
じ
ひ
き
ゃ
う

文
字
引
様

‘

、

ゐ

同

同

同

寸
伊
．
井
．
猪
．
位
．
蘭

ゐ
ら

λ

ミ

こ

且

ぷ

ん

も

と

遠
乱
三
聾
の
分
ハ
こ
、
に
て
求
む

ぷ

ん

も

と

の
分
ハ
こ
冶
に
て
求
む

よ

な

そ

ら

し

齢
ハ
准
へ
て
知
る
べ
し
、

聾i
グ〉
Dぉぷ

四ぃ久λ

t告人予

陽：」

徒5与
・り求t

一工む
人f

市：

去
来
．

意
味

二
聾
の
分
ハ
こ
、
に
て
求
む
一
斗
幾
等
．
致
．

b
恥
幅
』
一
貯
J
山

・

い

会

一

号

車

じ

開

基

翫

四
聾
の
分
ハ
、
、
、
に
て
求
む

た
ゾ
し
じ
お
ん
か
し
ら
じ

但
字
音
の
頭
字
、

や

す

お

は

ま
が
ひ
安
き
も
の
多
し

そ

の

さ

し

る

其
一
一
一
を
左
に
記
す

-482-

斯？
グ〉

と光
き明
類f川

多2：今
世出：やミ
ア｝一うや
。 7

り
観

干 :0己
」日

れかく
ハんわ

両りおん
ゃんお

方店ん

乞老
守ヨ人
fl,J. ろら
f父 77 

しじじ
んん

宝
山
一
打

川
風
晴
れ
仏
し

X
河
d
d
v
E
Hリ，

e
Y
7
1し

（
へ
）
明
治
三
年
版

表
紙

襟
色
地
紙
に
薄
く
渋
引
き
、
雷
紋
・
唐
草
模
様
空
押
し
。

題
資
・
序
・
凡
例
・
内
題
等

安
政
六
年
版
に
基
き
復
刻
。

前
見
返
し

水
色
地
紙
に
イ
ロ
ハ
丁
付
合
文
。
改
刻
。

刊
記

後
見
返
し
飾
り
枠
内



天
保
十
四
年
発
卯
晩
夏
新
刺

嘉
永
七
年
甲
寅
晩
妹
求
板

安
政
六
年
己
未
初
夏
再
刺

明
治
三
年
庚
午
初
春
再
板

伏
見

大
文
字
屋
新
四
郎

大
阪

石
川
屋

書

手口

助

同

埠

播

磨

屋

利

東
京
府
十
軒
店

椀

屋

伊

兵

衛
助

す
な
わ
ち
安
政
六
年
版
か
ら
伏
見
の
亀
本
屋
が
抜
け
た
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。

明
治
三
年
云
々
の
「
三
年
庚
午
初
春
」
の
個
所
は
、

-483-

墨
色
濃
く
字
体
も
他
と
異
な
る
。
入
木
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
四
名
の
書
障
の
最
後
、
椀
屋
の
左
側
に
、
字
配
り
か
ら
見
て
、

一
名
分
程
入
る
空
キ
が
あ
る
。

備
考

本
文
は

（
ホ
）
安
政
六
年
版
に
基
き
復
刻
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

版
心
等
を
含
め
少
異
が
あ
る
。
例
え
ば
、
版
心
の
イ
ロ
ハ
分
け
表

刀三

一
二
七

1
八
丁
は
、
安
政
版
で
は
表
示
が
な
い
が
、
本
書
で
は
各
丁
オ
側
に
「
よ
」
の
表
示
が
入
っ
て
い
る
。
ま
た
本
文
で
は
、

（
は
じ
め
が
安
政
版
、

一
斗
八
四
ウ
・

1
後

A カf

類1本
；書

例~ -

留；
連1

例：

連〉

唱

i
t
｝ヮ“

イ

ト

ス

シ

ク

レ

ナ

ヒ

ペ

に

〈
纏
紅
〉
｜
｜
〈
紅
〉

一J

三
O
五
オ
・

3

灘2

水
ノ
地
｜
｜
謙

等
の
相
違
が
間
々
あ
る
。



付
録
は
安
政
六
年
版
の
版
木
を
流
用
し
て
い
て

補増

龍
節
用
集

巻
頭

刷
り
が
悪
い
。

ぜ

に

さ

う

ば

は

や

巻
頭
の
付
録
の
目
録
の
最
後
に
は
「
銭
相
場
早
見
」
が
あ
る
が

管
見
に
入
っ
た
明
治
三
年
版
に
は
無
い
。
削
除
し
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
脱
落

か
、
未
詳
で
あ
る
。

園
、
「
桝
二
一
世
節
用
集
」
「
1
闘
帝
国
い
ろ
は
字
引
大
全
」

以
上
紹
介
し
た
「
大
全
早
字
引
節
用
集
」
の
他
に
ま
だ
、
「
大
全
早
引
節
用
集
」
と
関
係

が
深
い
も
の
が
あ
る
。
「
糊
二
龍
節
用
集
」
と
「
一
番
帝
固
い
ろ
は
字
引
大
全
」
で
あ
る
。

ま
ず
増
補
二
体
節
用
の
方
か
ら
紹
介
す
る
。

-484-

（ト
1
）
榊
ニ
韓
節
用
集

横
本

二
ツ
切

一
冊
（
薄
葉
刷
り
）

表
紙

砥
粉
色
地
紙
。
竪
＝
了
二
、
横
一
八
・
四
糎
。

扉

子
持
ち
枠
付
。
右

に
「
増
補
早
／
引
二
龍
／
節
用
集
」
と
大
き
く
書
名
を
出
し
、
左
に
「
天
保
壬

寅
新
則
／
金
花
堂
」
と
記
す
。
す
な
わ
ち
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
の
金
花

堂
須
原
屋
佐
助
版
で
あ
る
。
扉
ウ
は
イ

ロ
ハ
分
け
丁
付
合
文
に
な

っ
て
い
る
。



内
題

醐
二
鰹
節
用
集
」
o

刊
記

上
方
に
「
東
都
書
捧
」
と
右
か
ら
左
に
か
け
て
記
し
、

そ
の
下
に
、
岡
田
屋
嘉
七
、

後
見
返
し
、

子
持
ち
枠
内

林
新
兵
衛
、

丁
子
屋
平
兵
衛
、

須
原
屋
伊
八
、

須
原
屋
源
助
、

須
原
屋
茂
兵
衛
、

山
城
屋
佐
兵
衛
、
英
大
助
、

の
書
捧
名
を
列
記
す
る
。

備
考

も
ん
じ
ひ
き
ゃ
う

国
会
図
書
館
亀
田
文
庫
蔵
。
扉
の
次
の
丁
に
「
文
字
引
様
」
あ
り
。
ま
た
巻
頭
に
「
分
毒
字
様
凡
二
百
四
十
八
字
」
を
、

で
三
丁
分
出
す
。
付
録
は
「
大
日
本
園
郡
回
数
附
」
八
丁
分
の
み
存
。
刷
り
良
し
。

（ト

2
）
間
後
印
本

表
紙

イ
ロ
ハ
分
け
丁
付
合
文
。
内
題

標
色
地
紙
に
雷
紋
・
唐
草
模
様
空
押
し
。

扉

ナ
シ
。

前
見
返
し

版
Jl... 、

「
大
全
早
字
引
節
用
集
」
イ

ロ
本
と
同
じ
く

一’
ea

－－J
十
は
イ
ロ
ハ
分
け
表
示
な
し
。

西
宮
弥
兵
衛
、
小

須
原
屋
佐
助
の
十
名

十
一
行
二
段

桝
二
鰹
節
用
集
」
。

~485 

丁
数

前
見
返
し
＋
（
文
字
引
様
）

一
＋
（
本
文
）
三
三
一
十
（
付
録
）
九
十
奥
付
。
ト

丁
付

一，
E

・I・
－
三
百
三
十
二
、

〔序〕

一1
八。

1
本
に
あ
っ
た
「
分
牽
字
様
」
が
無
い
。

匡
郭

前
見
返
し
と
文
字
引
様
、
第
三
三
二
丁
、
奥
付
は
子
持
ち
枠
、
他
は
四
周
単
辺
。
有
界
七
行
。

－H
H
d

－
4
 

f
十
t

－14削

後
見
返
し
子
持
ち
枠
内
右
方
に
「
十
干
の
図
井
異
名
」
「
十
二
支
の
図
井
異
名
」
を
上
下
二
段
に
分
け
て
出
し
、

備
考

に

「

詰

日

本

語

叫

船

蔵

」

と

記

す

。

即

ち

ト

1
本
と
同
じ
く
須
原
屋
佐
助
の
版
で
あ
る
。

「
大
全
早
字
引
節
用
集
」
の
イ
i
ハ
本
、
二
鰹
節
用
の
ト
1
本
と
同
じ
く
、

い
・
四
ま
で
は
増
字
部
分
が
無
く

界
線
を
置
い
て
左

い
・
五
か
ら
増
字



真
草

帝
国
い
ろ
は
字
引
大
全
・
巻
頭

二
程

部
分
が
あ
る
。
当
該
部
分
の
字
詰
め
は
イ
、

も
ん
じ
ひ
き
や
う

冒
頭
の
「
文
字
引
様
」
も
早
字
引
と
同
じ
だ
が
、
仮
名
遣
等
に
少
異
が
あ
る
。

ロ
本
に
同
じ
で
あ
る
。

（
は
じ
め
が
早
字
引
イ
、

ロ
本
、
後
が
本
書
）

い

わ

い

か

か

い

ろ

か

岩
ー
ー
岩
色
香
1

1
色
香

｜
｜
此
類

此品
類ご

石
棺
げ
な
ろ
｜
｜
石
棺
れ
げ
ろ

等
で
あ
る
。
な
お
付
録
の
目
録
は
無
い
。
付
録
は
「
豆
、
っ
つ
り
の
館
」
「
料
訳
家

ゐ
ん
に
く
捺
ゃ
う
」
「
大
日
本
園
郡
回
数
附
」
「
十
干
の
図
井
異
名
」
「
十
二
支
の

図
井
異
名
」
の
五
種
類
。
う
ち
最
初
の
二
つ
は
、
「
大
全
早
引
節
用
集
」
の

A
本

-486-

以
下
に
あ
る
も
の
と
同
じ
だ
が
、
項
目
の
順
序
や
仮
名
遣
等
に
少
異
が
あ
る
。

本
文
部
分
は
「
大
全
早
字
引
節
用
集
」
イ

ロ
本
と
一
致
す
る
。
本
書
が
天
保

壬
寅

（l
十
三
年
）
新
刻
で
あ
り
、
早
字
引
が
天
保
美
卯
（

l
十
四
年
）
監
定
、

同
年
五
月
の
刊
で
あ
る
か
ら
、
本
書
を
基
に
し
て
大
全
早
字
引
が
出
た
と
す
る

方
が
自
然
で
あ
る
が
、
版
式
等
よ
り
し
て
そ
の
先
後
を
直
ち
に
決
定
し
難
い
。

記
し
て
後
考
を
侠
つ
こ
と
と
す
る
。

（
チ
）
寸
話
帝
国
い
ろ
は
字
引
大
全

横
本

二
ツ
切

銅
版
一
冊



表
紙

黒
布
貼
表
紙
。
竪
二
了
七
、
横
一
八
・
二
糎
。

題
薮

子
持
ち
枠
付
短
冊
形
白
紙
。
「
一
都
帝
囲
い
ろ
は
節
用
大
全
」
o

表
紙
左
肩
、

前
見
返
し

紅
紙
に
「
異
草
雨
樫
／
帝
園
／
い
ろ
は
／
節
用
／
大
全
」
と
書
名
を
大
き
く
記
す
。

題
字

赤
刷
り
。
「
壬
辰
秋
日
書

援
梧
散
人
」
。

」
れ
は
明
和
六
（
一
七
六
九

封
石
山
人
」
。

序

赤
刷
り
。
「
壬
辰
初
秋
九
月
穀
旦

年
刊
の
「
野
町
早
引
節
用
集
」
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
字
詰
ま
で
同
じ
で
あ
る
。
但
し
末
に
「
庚
辰
（

1
賓
暦
十
年
）
春
三
月
」

と
あ
っ
た
年
次
を
「
壬
辰
初
秋
九
月
」
と
改
め
て
あ
る
。

凡
例

こ
れ
も
「
時
貯
早
引
節
用
集
」
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

但
し
字
詰
め
が
異
な
り
少
異
も
あ
る
。

は
じ
め
が
増
字
百
倍
早
引

赤
刷
り
。

節
用
、
後
が
本
書
）

コ

レ

ニ

ヨ

ツ

テ

ダ

イ

ハ

ヤ

ビ

キ

せ

ツ

ヨ

ウ

シ

ウ

イ

7

コ

レ

ニ

ヨ

ツ

テ

ダ

イ

ジ

ッ

チ

ク

ワ

ツ

ヨ

ウ

シ

ン

サ

ウ

セ

ツ

ヨ

ウ

シ

ウ

イ

依
レ
之
題
シ
テ
。
早
引
節
用
集
と
云

l
ー
ー
依
レ
之
題
シ
テ
寅
地
活
用
真
草
い
ろ
は
節
用
集
ト
云
フ

ゲ

ン

パ

ン

ハ

ヤ

ピ

キ

セ

ツ

ヨ

ウ

ゾ

ウ

エ

キ

ゾ

ウ

ホ

ニ

チ

ョ

ウ

ベ

ン

ヒ

（

ま

ま

）

チ

ョ

ウ

．

へ

ん

｜
｜
原
版
ノ
早
引
節
用
増
益
シ
｜
｜
増
補
シ
日
用
ノ
塀
ニ
ソ
ナ
フ
ー
！
日
用
ノ
糠
ニ
ソ
ナ
へ
ン
ト
ス
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ゲ
ン
ハ
ン

原
板
ノ
早
引
節
用

右
の
凡
例
で
題
名
が
「
賓
地
活
用
真
草
い
ろ
は
節
用
集
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
本
書
が
明
治
二
十
五

二
八
九
二
）
年
九
月
、

神員

山
佐
吉
刊
・
桜
井
貢
編
の
そ
れ
を
、

そ
の
ま
ま
流
用
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
出
の
序
の
と
こ
ろ
に
あ
る
「
壬
辰
初
秋
」

は
や
は
り
明
治
壬
辰
の
年
、
ー
二
十
五
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
本
書
に
は
も
う
一
つ
序
文
が
あ
る
。

い

に

し

へ

も

ん

じ

な

ハ

ょ

う

ぺ

ん

い

ま

さ

ん

か

ん

へ

き

ち

ぶ

ん

的

い

い

た

に

じ

う

せ

い

き

こ

λ
に

ち

も

っ

と

ひ

つ

よ

う

も

ん

じ

古
昔
ハ
文
字
な
く
、
縄
に
て
用
を
塀
ず
、
今
や
山
問
時
地
ま
で
文
明
に
至
り
、
二
十
世
紀
の
今
日
に
最
も
必
用
の
文
字
を

も
う
ら
せ

λ
ぱ

つ

は

や

じ

ひ

き

こ

く

ミ

ん

さ

ゆ

う

か

て

う

ほ

う

こ

う

し

ぎ

よ

く

て

λ

網
羅
選
抜
し
た
る
早
字
引
な
り
、
園
民
と
し
て
左
右
を
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
重
賓
好
師
の
玉
典
な
り



明
和
六
年
版
「
一
一
昨
早
引
節
用
集
L

・
巻
頭

と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
も
同
じ
桜
井
貢
編
の
「
臨
時
明
治
い
ろ
は
字
典
」
（
明
治
お

刊
、
お
・

9
三
版
）

に
付
さ
れ
た
順
成
堂
主
人
（
瀬
山
佐
吉
）

の
序
を
つ
づ
め

序
の
ウ
ラ
は
イ
ロ
ハ
分
け
丁
付
合
文
。
次

た
よ
う
な
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。

も
ん
じ
ひ
き
や
う

い
で
「
文
字
引
様
」
が
あ
る
。
こ
ち
ら
の
方
は
「
大
全
早
引
節
用
集
」

よ

な

ぞ

ら

の
う
ち
、
前
半
部
分
「
徐
ハ
こ
れ
に
准
へ
」
云
々
ま
で
を
取
っ
た
も
の
。

い

へ

づ

と

い

へ

つ

ど

酌
家
土
産
が
家
土
産
と
な
っ
て
い
る
が
、

の
そ
れ

い
ノ
一

j

い
ノ
五
ま
で
の
表
示
例
は

ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

内
題

一
語
帝
園
い
ろ
は
字
引
大
全
」
。
尾
題
は
こ
れ
の
右
下
に
小
き
く
「
終
」
の
字
が
付

-488-

版
J し、

上
魚
尾
黒
。
「一語
寓
代
い
ろ
は
字
引
大
全
」
。
下
に
二
重
界
線
を
置
い
て
、
各
丁

の
オ
と
ウ
に
分
け
て
各
々
頁
数
を
記
す
。

丁
付

一
、
二
、
口
一
、
二
、
序
ノ
一

1
序
ノ
四
、

一1
百
十
九
、
百
三
十
1
百
六
十
九

百
八
十
1
二
百
九
、
二
百
廿

i
二
百
七
十
九
、
二
百
九
十
j
三
百
十
九
、
三
百

品
川

j
七
十
九
、
三
百
九
十

i
四
百
八
、

（
付
録
）
百
六
十
五

1
六
十
八
。

頁

数

八
十
三
四
八
＋
四
頁
＋
奥
付
。

匡
郭

子
持
ち
枠
。
有
界
十
行
十
四

上ム『・

十
三土
開口。



け
H
H
d

コ】

T
丁
一
言
凶

後
見
返
し
に
活
版
印
刷
で

大
正
二
年
一
月
十
三
日
印
刷
／
大
正
二
年
二
月
三
日
設
行
／

編

輯

者

擦

梧

散

人

／

印

刷

者

東
京
市
神
田
区
美
土
代
町
二
丁
目
一
番
地
／

森
口
腔
吉
／

耕
民
行
者

東

京

市

日

本

橋

区

橋

本

町

／

朝
野
文
三
郎
／

販
責
所

全
国
各
書
林

と
あ
る
。

備
考

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
書
は
序
と
凡
例
を
「
間
早
引
節
用
集
」
と
「
靖
真
草
い
ろ
は
節
用
集
」
か
ら
取
り
、
「
対
宍
作
艇
」

は
「
大
全
早
引
節
用
集
」
か
ら
借
用
し
て
い
る
。

で
は
本
文
は
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
特
徴
か
ら
、
「
大
全
早
引
節
用
集
」
の
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C
、
文
化
十
四
年
版
あ
た
り
を
底
本
に
し
て
、
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

C
本
と
は
仮
名
遣
や
左
脇
の
真
字
の
訓
に
異

な
り
が
あ
る
ほ
か
、

文
中
に
あ
っ
た
「
か
な
ち
が
ひ
に
て
：
・
に
入
べ
き
字
」

の
注
記
を
削
り
、
語
注
も
始
め
の
方
を
の
ぞ
き
殆
ど
削

除
。
そ
の
後
に
新
項
目
を
加
え
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

例
え
ば

じ
う
あ
く

肌
十
悪
、

十
界
、

七
賢
、

十5
善f

七
星
、

六し

十i
－λ 
イ弗ミ

四
筒
本
寺
、

七
高
山

等
の
名
数
項
目
に
付
さ
れ
て
い
た
注
を
す
べ
て
削
っ
た
り
、

ー桁等霊唯一久山目白

l
笠、
波？
j寿5

の
よ
う
に
削
っ
た
後
に
新
し
い
項
目
を
入
れ
た
り
し
て
い
る
。
ま
た



B

に
ん
ぜ
い
お
し
ょ
せ

い
川
人
勢
押
寄

に
ん
め
ん
じ
う
し
ん

人
面
獣
心

川
村
船
ぅ
乃
齢
、
断
一
J
除つ
h
h

バヘ
ほ
う
こ
う
く
わ
ん
ぱ
く

豊
公
関
白

の
よ
う
に
新
項
目
を
挿
入
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

明
治
期
の
節
用
・
玉
篇
類
の
改
編
・
発
免
の
様
相
は
、
木
版
・

銅
版
・
石
版
・
活
版
相
乱
れ
、

頗
る
錯
綜
し
て
お
り
、
簡
単
に
は
そ
の
先
後
関
係
を
特
定
で
き
な
い
。
本
書
に
も
、

そ
の
周
辺
に
、

関
連
が
あ
り
そ
う
な
明
治
出
来
の
節
用
類
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
が
、

紙
数
の
都
合
も
あ
り
省
略
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

五
、
お
わ
り
に

図
版
に
見
る
よ
う
に
、
「
大
全
早
引
節
用
集
」
は
、

イ
ロ
ハ
分
け
仮
名
数
順
の
本
文
の
後
に
「
増
字
」
の
項
目
を
有
す
る
の
が
基
本
的
な
様

式
で
あ
る
。

で
は
何
に
対
す
る
「
増
字
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
（
A
1
）
文
化
二
年
版
の
備
考
の
個
所
で
、
凡
例
や
「
文
字
引
様
」
に

490-

関
し
、

そ
れ
が
「
時
僻
早
引
節
用
集
」
か
ら
来
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
本
文
の
方
も
、
同
じ
二
ツ
切
横
本
の
「
間
一
早
引
節
用
集
」
（
庚

辰
〈

1
宝
暦
十
年
〉
春
三
月

擦
梧
散
人
序
。
明
和
六
年
、
賓
政
八
年
版
等
諸
本
多
し
）

の
そ
れ
を
、
多
少
掲
出
順
序
を
変
え
、
時
に
は
表

記
を
変
え
な
が
ら
本
文
と
し
、

そ
れ
に
無
い
項
目
を
「
増
字
」
と
し
て
追
加
し
て
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
な
お
、
「
増
字
」
の
表
示

の
無
い
個
所
が

い
ノ
九

い
ノ
十
一
を
は
じ
め
と
し
て
六
十
七
ヶ
所
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
の
五
十
ヶ
所
ま
で
は
実
際
に
は
増
字
と
な
っ
て

い
る
）
。

例
え
ば

（
前
が
増
字
百
倍
、

後
が
大
全
早
引
）

い
ち
れ
ん
た
く
し
ゃ
う
い
っ
し
ゃ
く
し
ゅ
は

λ
f
i

u
一
蓮
託
生
．
一
一
搬
手
半
ヨ
欣
也

い
ち
た
に
ミ
ゃ
う
じ
ん

l

機
谷
明
神
刷

此
色
町
駅
争
相
刷
l
｜
｜
い
一
つ

JEしとい総帥

、
さ
ハ
ガ
ハ
の
、
、
肝
』
大
和
国
オ
九

五
a

」
判
者
代
開
化
帝

い
け
ご
〉
ろ
の
ミ
や
こ

池

心

都

大
和
芳
五
代

孝
照
帝

い
ち
れ
ん
た
く
し
ゃ
う
い
っ
し
ゃ
く
し
ゅ
は
ん
－
「
l

・
｝

一
蓮
託
生
．
一
一
概
手
半
語
絞
り

い
ち
た
に
ミ
ゃ
う
じ
ん

探
谷
明
神
胤

い
づ
も
ち
さ
い
の
か
ミ

出
雲
路
幸
神
山
城

一ろ

路ろ

露同
魯同
名園

！櫨同

櫨同
舟

櫓同
の舟

同

ろ
痩
！
l
（路



大
全
早
引
節
用
集

ひ
・
八

同

司

司

司

司

i
凄
マ
デ
同
）、
虚
．
』
E
．
E
．
伽

漏同

蜘

師

向

と
い

っ
た
具
合
で
あ
る
。
ま
た
「
大
全
早
引
節
用
集
」

で
は

’
コ
内
同

C
ー、
J
f
A

’E
P

E

ろ

う

そ

く

ろ

う

じ

ん

ろ

う

に

ι

昨

ω
M
M
切
れ
牝
て
蝋
燭
．
老
人
．
浪
人

レ－

ミ

「

3
e

、、，
．，i
と
う
ち
ゃ
く

と
う
ざ
凶

』

L
h
M
M
M
切
れ
牝
て
到
着
．
嘗
歳
子
．

等
と
し
て
、
凡
例
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
ま
か
な
づ
か
ひ

の
取
ち
が
ひ
や
す
き
字
」
に
つ
い
て
、
二
十
五
ヶ
所
に
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亙
り
本
文
中
で
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
が
、

実
は
こ
れ

も
「
野町
早
引
節
用
集
」
を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。



以
上
要
す
る
に
、
項
目
等
に
若
干
の
異
同
は
あ
る
も
の
の

「
大
全
早
引
節
用
集
」
は
「
時
貯
早
引
節
用
集
」
の
大
増
補
改
訂
版
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

が
、
し
か
し
、
本
書
の
方
が
す
べ
て
正
し
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
図
版
に
出
し
た
部
分
を
御
覧

い
た
だ
く
と
わ
か
る
が
、

ひ
ノ
八
の
と
こ
ろ
で
、
増
字
百
倍
早
引
節
用
が
二
項
目
だ
け
で
あ
っ
た
の
を
、
大
全
早
引
で
三
項
目
分
追
加
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
部
分
「
持
」
の
表
示
を
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
少
く
と
も
（
A
）
文
化
二
年
版
で
辺
」
と
し
て
し
ま
い
、
以
後
ず
っ

と
そ
の
誤
り
を
踏
襲
し
、
「
神
」
と
正
し
く
直
る
の
は
（
I
）
万
延
元
年
版
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

そ
の
他
仮
名
違
い
で
な
く

重
出
し
て
い
る
項
目
も
そ
の
ま
ま
に
し
で
あ
っ
た
り
す
る
。
今
日
か
ら
見
れ
ば
や
も
杜
撰
、
と
言
っ
て
悪
け
れ
ば
慎
重
き
を
少
々
欠
く
編
纂
・

開
板
ぶ
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
当
時
陸
続
と
出
版
さ
れ
て
い
た
節
用
集
類
の
普
通
の
姿
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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